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平成２６年第４回砂川市議会定例会

平成２６年１２月９日（火曜日）第２号

〇議事日程

開議宣告

日程第 １ 議案第 ５号 砂川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の制定について

議案第 ６号 砂川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の制定について

議案第 ７号 砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定について

議案第 ４号 砂川市オートスポーツランド条例の制定について

議案第 ８号 砂川市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第 ９号 砂川市子ども通園センター条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第１０号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て

議案第 １号 平成２６年度砂川市一般会計補正予算

議案第 ２号 平成２６年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第 ３号 平成２６年度砂川市病院事業会計補正予算

日程第 ２ 一般質問

延会宣告

〇本日の会議に付した事件

日程第 １ 議案第 ５号 砂川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の制定について

議案第 ６号 砂川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の制定について

議案第 ７号 砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定について

議案第 ４号 砂川市オートスポーツランド条例の制定について

議案第 ８号 砂川市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第 ９号 砂川市子ども通園センター条例の一部を改正する条例の制定
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について

議案第１０号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て

議案第 １号 平成２６年度砂川市一般会計補正予算

議案第 ２号 平成２６年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第 ３号 平成２６年度砂川市病院事業会計補正予算

日程第 ２ 一般質問

多比良 和 伸 君

土 田 政 己 君

小 黒 弘 君

水 島 美喜子 君

〇出席議員（１３名）

議 長 東 英 男 君 副議長 飯 澤 明 彦 君

議 員 一ノ瀬 弘 昭 君 議 員 増 山 裕 司 君

増 井 浩 一 君 水 島 美喜子 君

多比良 和 伸 君 土 田 政 己 君

小 黒 弘 君 北 谷 文 夫 君

尾 崎 静 夫 君 沢 田 広 志 君

辻 勲 君

〇欠席議員（０名）

〇 議 会 出 席 者 報 告 〇

１．本議会に説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

砂 川 市 長 善 岡 雅 文

砂川市教育委員会委員長 中 村 吉 宏

砂 川 市 監 査 委 員 奥 山 昭

砂川市選挙管理委員会委員長 其 田 晶 子

砂 川 市 農 業 委 員 会 会 長 渡 邊 勝 郎

２．砂川市長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

副 市 長 角 丸 誠 一

病 院 事 業 管 理 者 小 熊 豊

総 務 部 長
湯 浅 克 己

兼 会 計 管 理 者
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市 民 部 長 高 橋 豊

経 済 部 長 佐 藤 進

経 済 部 審 議 監 田 伏 清 巳

建 設 部 長 古 木 信 繁

建 設 部 技 監 山 梨 政 己

病 院 事 務 局 長 氏 家 実

総 務 課 長 安 田 貢

政 策 調 整 課 長 熊 崎 一 弘

３．砂川市教育委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

教 育 長 井 上 克 也

教 育 次 長 和 泉 肇

４．砂川市監査委員の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

監 査 事 務 局 局 長 中 出 利 明

５．砂川市選挙管理委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

選挙管理委員会事務局長 湯 浅 克 己

６．砂川市農業委員会会長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

農 業 委 員 会 事 務 局 長 佐 藤 進

７．本議会の事務に従事する者は次のとおりである。

事 務 局 長 河 端 一 寿

事 務 局 次 長 高 橋 伸 二

事 務 局 主 幹 佐 々 木 純 人

事 務 局 係 長 杉 村 有 美
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開議 午前１０時００分

◎開議宣告

〇議長 東 英男君 おはようございます。休会中の本会議を再開します。

本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 議案第 ５号 砂川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の制定について

議案第 ６号 砂川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の制定について

議案第 ７号 砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の制定について

議案第 ４号 砂川市オートスポーツランド条例の制定について

議案第 ８号 砂川市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を

改正する条例の制定について

議案第 ９号 砂川市子ども通園センター条例の一部を改正する条

例の制定について

議案第１０号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第 １号 平成２６年度砂川市一般会計補正予算

議案第 ２号 平成２６年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第 ３号 平成２６年度砂川市病院事業会計補正予算

〇議長 東 英男君 日程第１、議案第５号 砂川市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定について、議案第６号 砂川市家庭的保

育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、議案第７号 砂川市

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、議案

第４号 砂川市オートスポーツランド条例の制定について、議案第８号 砂川市議会の議

決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第９号 砂川市子

ども通園センター条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１０号 砂川市国民

健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１号 平成２６年度砂川市一

般会計補正予算、議案第２号 平成２６年度砂川市介護保険特別会計補正予算、議案第３

号 平成２６年度砂川市病院事業会計補正予算の１０件を一括議題とします。

予算審査特別委員長の報告を求めます。

予算審査特別委員長。
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〇予算審査特別委員長 小黒 弘君 （登壇） 予算審査特別委員会に付託されました各

議案に対する審査の結果についてご報告申し上げます。

１２月８日に委員会を開催し、委員長に私小黒、副委員長に増山裕司委員が選出され、

付託されました各議案について慎重に審査し、議案第５号から第７号、議案第４号及び議

案第８号から第１０号並びに議案第１号から第３号の一般会計、特別会計及び事業会計の

補正予算は簡易による採決の結果、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定をいたし

ました。

以上で報告を終わります。

〇議長 東 英男君 これより予算審査特別委員長の報告に対する一括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

これより議案第５号から第７号まで、第４号、第８号から第１０号まで、第１号から第

３号までの討論に入ります。

討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより、議案第５号から第７号まで、第４号、第８号から第１０号まで、第１号から

第３号までを一括採決いたします。

本案を、予算審査特別委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、予算審査特別委員長の報告のとおり可決されました。

◎日程第２ 一般質問

〇議長 東 英男君 日程第２、一般質問に入ります。

質問通告者は７名であります。

順次発言を許します。

多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 （登壇） おはようございます。通告に基づきまして、一般質問をさ

せていただきます。

１つ目、医療従事者の接遇について。市民から医療従事者（医師、看護師等）の患者へ

の態度や言葉遣い等に対して多くの不満の声を聞いています。市民が安心感を持って初め

て、医療のまち砂川であると思います。その改善策として、民間医療機関への研修や交流、

また広く患者へ積極的にアンケート調査を行うなど、現状を認識し、改善するといった考

えがないか伺います。
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２つ目、小中学校における課外活動について。課外活動は、健全な心と体を育む場とし

て非常に重要です。しかし、学校によって選べる課外活動に差があり、さらに児童生徒数

により団体活動ができない現状があります。そこで、学校単位ではなく活動できる課外活

動の創出や専門家、見識の深い市民らと協働で取り組むことにより、さらに課外活動を充

実させる考えがないか伺います。

３つ目、砂川高校の魅力を高める取り組みについて。人口減少と少子化により道内高等

学校の間口が減少している中で、市内唯一の砂川高校を守り、さらに発展させ、将来の砂

川を担う人材を育成するためにはさまざまなアプローチが必要です。その一つとして、砂

川高校へ進学を希望する市内中学生のスポーツや学力成績優秀者に対し、助成をするとい

ったことを考えられないかお伺いします。

〇議長 東 英男君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 （登壇） 大きな１の医療従事者の接遇についてご答弁申

し上げます。

初めに、医療はサービス的要素が強く、患者さんやそのご家族に対する接遇が必要であ

るという考え方は、現在では広く浸透しております。医療機関は、一般企業のサービス業

のように消費者や利用者などに快適性などを提供して付加価値を得るという目的のほかに、

医療機関への来院者は一般に心身に不安を抱えているという特性があるため、医療従事者

の接遇にあっては、不安と不信感を取り除くこと、すなわち安心感を提供するとされてい

るものであります。医療機関においては、高い医療の質と技術を備えていても、一部の職

員の言葉遣いや態度が未熟であることによって、その医療機関全体の評価が低くなってし

まいます。特に言葉遣いはその人の心配りをあらわすことから、小さな心配りによって患

者さんやそのご家族に対する接遇が向上することになり、職員一人一人に対する信頼につ

ながるものであります。また、患者さんの医療に対する期待感が高ければ高いほど、来院

した際に経験する医療に対して不満を抱くこともあることから、そのような不満を少しで

も和らげることができるよう、多忙な業務の中にあっても実践できる接遇を日ごろから身

につけておくことが必要であるところです。

こうしたことを踏まえまして、当院においては職員全体への接遇研修を初め、新入職員

や受付スタッフへの接遇研修を実施してきたところであります。特に受付スタッフに関し

ては、接遇強化月間を設けるなど、接遇向上に取り組んできているところであります。ま

た、患者さんやそのご家族等のご意見、ご要望に耳を傾けることは病院を運営する上で重

要であることから、平成２４年度から外来患者さんを対象にしたアンケート調査、患者満

足度調査を実施してきております。この調査の結果では、医師及び看護師に対して患者さ

んの約９割が非常に満足、または満足との評価を継続していただいております。さらに、

利用者からのご意見等を収集する手段の一つとして設置した「ご意見箱」に投書された接

遇に対する苦情件数については、平成２４年度以降は減少傾向にあることに対し、お褒め
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の言葉については年々増加しているところであります。これらは、当院の接遇に対するこ

れまでの取り組みが一定程度有効に機能しているものであると考えております。しかしな

がら、患者満足度調査では、少数ではありますが、不満、やや不満とされている方がいる

ことや、ご意見箱においても職員の接遇に対する改善要望があることなどについては真摯

に受けとめるとともに、患者さん対応を含む当院の病院理念、基本方針に沿って、今後と

も職員の接遇の向上に努めてまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 和泉 肇君 （登壇） 私から大きな２と３についてご答弁申し上げます。

初めに、大きな２の小中学校における課外活動についてご答弁申し上げます。小中学校

における主な課外活動につきましては、児童会、生徒会活動や部活動、器楽クラブ等、放

課後等に行われる活動であり、学習指導要領に基づく教育課程のほかに、希望する児童生

徒が行うことができる学校が主体となった教育活動であります。その中で、中学校におけ

る部活動につきましては、現行の学習指導要領において「学校の教育活動の一環として教

育課程との関連が図られるように留意すること」となっていることから、教育課程におい

て学習したことを踏まえるとともに、各学校の教育目標の達成を目指し、学校長の管理の

もと教諭等の指導により進められる教育活動として、外部指導者等の協力を得る際にも十

分な理解を得ながら学校経営方針に基づく指導を行う必要があります。近年少子化等によ

る学校を取り巻く状況の変化の中で、学校における部活動だけで生徒が求める活動の場を

提供することが難しくなるとともに、より高い水準で活動したい生徒や技能を身につける

ことにこだわらず、単にその活動に親しみたい生徒等、学校における部活動は生徒の多様

なニーズ全てに対応する必要がありますが、現在、部活動に外部指導者等を積極的に活用

する状況には至っておりません。このことは中学校の部活動に限らず、小学校における課

外活動においても同様な状況にあります。

各学校が主体となって行う課外活動におきましては、学校によって選べる課外活動に差

があったり、課外活動の場がなかったりという現状もある中で、可能な限り多様なニーズ

に対応しているところでありますが、児童生徒がより幅広く活動できるよう、課外活動と

いう形態ではないものの、地域の人々や社会教育関係団体の協力による市内の取り組みも

行われているところであります。具体的に申し上げますと、社会教育の分野におきまして

は市内全域の子供を対象に、自然体験活動として子どもセンター協議会や市内の指導者と

ともにジャリン子自然体験活動の実施、百人一首の普及に当たっては百人一首サポーター

や実行委員会の協力を得て事業を実施するなど、社会教育関係団体を初め、多くの団体、

ボランティアの方などと協力をしながら事業に取り組んでいるところであります。また、

スポーツや芸術の分野におきましても、学校単位ではなく、専門的な指導者のもと子供た

ちが活動しているスポーツ少年団が市内に７団体、市内の小学生が楽器に触れることがで
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きる「キッズ・ジャズスクール」もあり、教育委員会といたしましてもこれを支援してい

るところであります。

以上申し上げましたが、基本的に学校が主体となって行う課外活動並びに家庭、地域、

市民が主体となって行う教育活動は、いずれも心身の成長の過程にある小中学生にとって

体力や感受性、他者を尊重する精神、公正さと規律をとうとぶ態度や克服心を養い、実践

的な思考力や判断力を育むなど、人格の形成に大きな影響を与え、生涯にわたる健全な心

と体を培い、豊かな人間性を育む基礎となり得るものでありますので、学校、家庭、地域

が協働する中で、さらに充実が図られるよう取り組んでまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

続きまして、大きな３の砂川高校の魅力を高める取り組みについてご答弁申し上げます。

砂川高校につきましては、自身の興味、関心や進路希望に応じた時間割りを作成し、一人

一人の進路希望を実現する普通科単位制高校の特色を生かし、魅力ある学校づくりに取り

組んでいるところであり、学校説明会、中学生体験入学の実施のほか、中空知管内の各中

学校に対し、砂川高校地域新聞、学校パンフレットを持参し、中学校卒業生を同行させる

など、学校の実態や魅力の説明に力を注いでいるところであります。教育委員会といたし

ましては、砂川高校の魅力を高める取り組みにつきまして学校と協議を重ね、平成２５年

度より砂川高校地域新聞を広報すながわに折り込んで配布し、生徒の活動内容を初め、卒

業生の現状など、広く砂川市民の皆様に砂川高校の魅力を発信するとともに、学力向上の

観点から大手予備校を活用したサテライト授業の実施に伴う経費を助成しているところで

あり、砂川高校と連携を図りながら魅力づくりを進めているところであります。

ご質問いただきました砂川高校へ進学を希望する市内中学生のスポーツや学力成績優秀

者に対する助成についてでありますが、中学生時代の成績、評価に対して報奨的意味合い

で助成を行うことが砂川高校の魅力を高めることにつながるのか、その判断は非常に難し

いところであり、現在教育委員会として検討には至っていない状況であります。教育委員

会といたしましては、現在行っております支援、協力を継続していくとともに、今後にお

きましても砂川高校の魅力ある学校づくりに対しまして、砂川高校と連携、協議を行いな

がら引き続き必要な支援を実施してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 それでは、順次質問してまいります。

まず、１点目の医療従事者の接遇についてということなのですけれども、本当に提供す

る側のそれぞれの個性であったり、個人差というのも当然あると思いますし、またそれを

受け取る側の患者さんのそれぞれ個性がありますので、どの瞬間に印象が悪くとられてし

まうのかというのは非常に難しいのかなというのは本当によくわかります。ただ、これま

でもずっと、２４年度以降アンケートを通じながら取り組むことによって一定の改善はさ
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れているのかなというふうには思うわけなのですけれども、それでも我々のほうにこんな

ことがあった、あんなことがあったというような話がやっぱり来るというのは非常に残念

なことでもあるし、不安に思う部分でもあるという感じなのですよね。今回も質問内容が

出てからわざわざ連絡をいただいたりとか、私が思っていた以上にそういうふうに思って

いる方がひょっとしたら潜在的にいるのではないかなという懸念をしているところではご

ざいます。

今の医療サービスに対するそれぞれの評価というか、何を基準にその人がよかったか悪

かったかということを判断するのかなということを考えると、今民間の医療機関なんかは

もっと小規模ではありながら本当に数多くの研修やセミナー等、外部講師を招いて接遇、

マナーについての検討会、研修会等を開催しているような状況がありますので、そういっ

た意味ではそういったところがどんどん、どんどんサービスが、ひょっとしたらサービス

過多な部分まで来ているのではないかなと思えるほどサービスが充実してきてしまってい

るのではないかなと。そういうところを一度受診すると、それが当たり前になってしまう

とそれ以外の部分、そうされなかった部分に対して不満を抱いたり、比べてよくないとい

う評価をしたりとか、そういう現象がどうしても起きているのかなというふうには思いま

す。あとは、働いているスタッフの方たちが、患者さんはいろんなところでいろんなサー

ビスの違いというものをどんどん、どんどん感じていく中で、スタッフの方たちというの

が今ほかのところと比べて自分たちはどれぐらいのサービスを提供できているのかなとい

うのを知る機会というのが非常に少ないのではないかなというふうに思うのです。それは、

それぞれスタッフの方も病気になったり、いろいろほかの病院に行く機会があれば、その

中で私たちとちょっと違うなと思う瞬間というのがあるのかもしれないのですけれども、

その辺の外の要因ですとか、接遇、マナーがいいと思われるような場所への研修ですとか

交流ですとか、そういったことをする機会というのは、現状としてはどのような状況にあ

るのか教えていただけますでしょうか。

〇議長 東 英男君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 数多くご指摘というか、これまでの経緯も含めてお話をい

ただきまして、特に医療スタッフというか医療従事者、この方々の接遇といった面、外の

外部講師を呼んで、特に民間の、それも著名な病院の当時は副院長兼看護部長である方を

お呼びしたり、さらには民間の代表者を呼んで接遇研修を行ったり、そういったことで外

部の講師を取り入れた研修もこれまでは行ってきた経緯もございます。それとあわせまし

て交流というお話がございましたが、そのもの自体の、接遇に関してだけの交流というの

ではなくて、幅広く医療スタッフにつきましては各種の研修を受講させていると。その中

でおのおのの病院が今抱えている課題であるとか悩み事であるとかといったことをそうい

った研修の場の中で種々情報交換等を行った中で、１つはこういった接遇の問題について

も話し合っている機会があろうかというふうには考えております。今いろいろお話もござ
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いましたが、特に医療従事者に関していえば、各部門のプロフェッショナルといったこと

からしますと、やはりその職種ごとに独立性が高いのかなというのは、私も病院に来てか

ら非常にその辺は痛切に感じております。そういった中で、特にこういった独立性が高い

がゆえに、それぞれが担当する領域というのを非常に尊重し合うというか、そういった傾

向が強いのは事実ございます。そういったことからすれば、患者さんやそのご家族に対す

る接遇ではなくて、１つは組織全体のコミュニケーションの形成というか、そういったこ

となども含めて組織全体でそういった風土を向上させていく取り組みが今後必要ではない

のかなと、今現在は考えているところでございます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 やっぱり違いに気づくというのは非常に大事なことだと思うのです。

もちろん、いろんな気づき方というのはあるとは思うのですけれども、患者さんは自分た

ちにどんなものと比べてそういう話をしてくるのかということに気づく瞬間がないことに

は、我々一生懸命やっているから、これで気に入ってもらえないのだったらしようがない

みたいな、そこまで思わなくても、自分たちが目指す場所というか、そういうビジョンが

明確にされているか、されていないかで改善の仕方も変わってくると思うのです。医療の

現場でここまでするのというような気づきとか、そういう学びがないとなかなかそっちの

方向に行くのは難しいのかなと。知ることさえできれば、そこから先はやるかやらないか

の話になってくるわけで、知らないものに関してはやっぱりできないと思うのですよね。

そういう意味で、医療に関してのマナー講習というのは調べると物すごくいっぱいいろん

なところがやっているのです。うちなんかもＪＡＬの元スチュワーデスさんを呼んで、接

遇とか話し方とか、おじぎする姿勢だとか心構えだとか、そういったことを研修した経緯

はあるのですけれども、今ＡＮＡでもありますし、例えばディズニーで働いていた方がデ

ィズニーのおもてなしの精神、それを医療の現場へというような形でのものもありますし、

調べれば幾らでも出てくるのだなという感じはします。ただ、それも講師としてやってい

ただくのは現場として今のスキルをどのようにアップするかということになると思うので

すけれども、外を知るということをあわせてやっていく必要があるのかなというふうに思

います。

あと、アンケートについてなのですけれども、今院内に来ていただいている方にいろん

なアンケートをとって、９割方満足をいただいている。これは、本当にこれまでの努力の

成果であったりとか、その現状の中で満足してくれている人がそれだけいるということに

なると思うのです。だけれども、過去に嫌な思いをしたとか嫌な経験をしたという人が、

もう既に市立病院から病院離れをしている可能性というのもやはりあると思うのです。そ

ういった方たちにもう一度チャンスをいただく機会ですとか、そのときに何があったのか

というのを調査する必要性があるのかなというのを感じるのです。一度嫌われるというか、

二度と行くかと思われてしまうと本当に来ないので、その人たちからアンケートを回収す
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ることが、もう病院に来ないわけですから、できないですよね。潜在的にやはりそっちの

ほうが不満を抱いている方というのは多いのではないかなという気がするので、これはや

るか、できるかはわからないのですけれども、市民全体に向かって砂川市立病院の印象を

聞いてみるですとか、砂川市立病院に期待することですとか、そんなような形のことをア

ンケートとかパブリックコメントですとか、そういうものを活用しながら広く意見を求め

て今後に生かしていく。市立病院はどんどん、どんどん改善されていっているのですよ、

向上していっているのですよという発信するいい機会にもなろうかと思いますので、でき

るのであればそのようなことを考えていただけるおつもりはありませんでしょうか。

〇議長 東 英男君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 アンケート調査につきましては、先ほど１回目のご答弁で

申し上げたとおりの結果でございまして、やはり多くの方が満足、やや満足と。ただ、後

段で申し上げたとおり、少ないながらまだ不満であるとかやや不満ということで、これは

明確に表示されているといったことがまずあるということは、これは本当に真摯に受けと

めて、今後これらもやはり数を少なくしていく努力が必要というふうに考えておりますし、

しからばその手法といったもので、どういった手法でこれらをより改善策に結びつけてい

くのかといったこと、それとそういった中では今議員さんのほうからお話のあった市民全

体にアンケート、例えばパブリックコメントなどもやってはいかがかと。やはり潜在的に

病院に来た際以外でもそういったご意見をお持ちの方もいるのかもしれないといったこと

もあろうかと思います。この場ですぐ、市民全体のみならず地域全体でアンケートといっ

た方法がいいのか、はたまたパブリックコメントがよろしいのか、それらについては院内

でもこの後、このアンケート結果を受けて、さてどうするのだといったものを考えなけれ

ばならない。アンケートをやっただけでは意味がもちろんないわけですから、こういった

ことでこのアンケート結果をもって次回どうするのかといったことを今後院内の中で十分

検討させていただく、その中の一つとして検討させていただきたい。そのように考えてお

りますので、よろしくご理解を賜りたいと存じます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 我々も小さいながらに日々そういったことと向き合いながら、一日一

日よくなっていくためにはどうしたらいいかということで取り組んでいる部分はあるので

すけれども、その手法の一端として、もちろん外部の講師であったり外の現場を知る、そ

ういう機会も当然必要で、イメージづくりをさせるということがまず一つ。それに比べて

自分はどうなのか、何が足りていないのかということを考えさせる手法としてその日の目

標、もちろん朝礼ですね。その中でその日の目標、その日の改善、そういったものを発表

する場、そしてその月の目標、そしてその年の目標、それぞれスタッフ一人一人にそうい

ったことを考える機会というのを持っていただいて、その中でそれぞれのペースに合わせ

た向上心を持って日々過ごしてもらうような取り組みというものをやっているわけなので
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すが、それが本当に正解かということは、これは結果でしかわからないので、誰かが評価

できるものでありませんけれども、そういった手法も考えてみてもよろしいのではないか

というふうに思いますし、せっかく病院のいい基本方針ですとか職員モットーですとか、

ホームページを開くといろいろ出てくるのですけれども、そういったところを今現在従事

されている方でどれぐらいの方がそれを頭に置きながら日々仕事をされているのかという

のが見えない部分ではあるとは思うのですけれども、そのあたりも徹底していきながら、

毎日当たり前になることは、なれも余りよくないのですけれども、そういう取り組みを一

つ一つやっていく必要性があるのではないかというふうに思います。

今張られてある一言患者様からのご意見箱みたいなところに、すごく心温まる病棟で一

人の患者様に対して対応している姿であるとか、それに対する患者様からのすごく感謝の

言葉ですとか、そういったものも本当に数多く拝見させていただいておりますし、病院が

人手不足なのか、やはり患者様が集中したとき人というのはどうしても余裕がなくなった

り、その瞬間に出た言葉の一つですとか、そういったものが後々にこういう苦情やクレー

ムといった形で返ってきてしまうのか、個人差によって出てきてしまっているものなのか

はわかりませんけれども、今張られてあるテレビの話もそうなのですけれども、説明をし

たつもりだったけれども、患者様は説明を受けていなかった、受けた記憶がない、そのよ

うなことで対応に対して非常に不満を持っていらっしゃるというようなコメントが今張り

出されておりましたけれども、それぞれやったつもりですとか、できていたつもり、その

あたりの本当にささいな一瞬一瞬のミスだったのかなというような気もしますし、やっぱ

り意識を高く持って、本当に一つ一つ丁寧にやって、今は当たり前のレベルというのがす

ごく上がっているような気がするのです。それよりもちょっとでも不備があったときには

すぐ苦情やクレームとなって、ひいては病院全体としての評価につながってしまったりで

すとか、そんなような現状があるのかなというふうに思いますので、全体を通して何かあ

れば最後にご意見を、今後の方針というか、方策というか、あればお聞かせ願いたいなと

いうふうに思うのですけれども。

〇議長 東 英男君 病院事務局長。

〇病院事務局長 氏家 実君 議員さんからお話のございました病院理念、さらには基本

方針、職員のモットー、こういったものはやはり大切な事柄、特に組織は人なりですか、

そしてまた組織は理念なりといった中では、その理念というものが職員の共通の価値観で

あり、また行動指針となるものであるのかなというふうには、常日ごろ事業管理者並びに

院長も言っているところでございますし、そうした中では、今後の目標といったこともご

ざいましたが、その日の目標、さらには月の目標、そして年の目標、１つにはそういった

ことも含めて今後考えていかなければならない課題の一つといった認識を持って、実はこ

れから検討を始めているといったことがまず一つございます。

それと、来年度でございますが、病院機能評価をまた受審すると。この病院機能評価で
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ございますが、病院が組織的に医療を提供するための基本的な活動が適切に実施されてい

るのかといったことなどが評価されるものでございます。こういったことから、職員全員

が一丸となって継続した質の改善活動、こういったことが推し進められているといったこ

とが評価されるものでございますので、来年受審に向けまして、せんだってキックオフ会

議を行ったと。そういったことも一つの契機といたしまして、改めてこの接遇についても

今後病院サイドで職員全員に行き渡るようなことで進めてまいりたいというふうに思いま

す。まだ全てこの不満であるとか、ご意見箱に投書されるようなものがなくなるというの

はやはり非常に難しい問題というか、非常に難しい課題であるなというふうには思います

が、やはりより少なく、そういったものがないように、そしてまた冒頭にございました医

療のまち砂川ということで、市民に安心を持って当院にお越しいただけるような職員の気

質というか、もっとも接遇で医療従事者は医療についていえば強者、強い者というふうに

なります。片や来院される患者さん、ご家族というのは弱者というのはちょっと言葉遣い

が悪いかもしれませんが、やはり弱いという立場に置かれていると。職員一人一人がそう

いったことをしっかり、改めてそういったことを理解の上で患者さん、さらにはご家族に

接していくといった気持ちを持って、今後病院事業を進めてまいるよう努めてまいりたい

と考えておりますので、ご理解のほどをよろしくお願い申し上げます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 ぜひ本当にみんなで一丸となって、市民から安心と信頼されるような

病院づくりを目指して今後とも取り組んでいただければというふうに思っております。

それでは、次の小中学校における課外活動についてということでご質問させていただき

ますけれども、大分自分たちのころから比べたらやっぱり子供の数は減ったなという印象

はありますし、現状の部活動の数を聞いてもやっぱり少なくなったなという気はするので

す。ただ、一方で、いろんな課外活動以外の民間のチームですとかサークルですとか文化

活動ですとか、そういったものも昔よりふえてきたなという印象も確かにあるのです。た

だ、団体競技とかになってしまうと一つの学校単位ではなかなか厳しい現状があるのと、

中体連などは特に学校に関して単一でなければいけないということではないらしいので、

砂川に２校の中学校がありますので、そういった生徒たちを、例えばサッカー部がないな

らサッカー部を２つの学校で統合して、やりたい子はやれるような環境づくりをする。や

るやらないは別としても、そういうような環境づくり、広く選択をする自由を、機会を創

出していく必要性があるのかな。もっともっとこれから生徒が少なくなることを想定する

と、そういうものが野球であったりバスケットであったりバレーであったり、いろんな音

楽の活動であったりと、やっぱりそういったところもそういうような手法が必要になって

くるのではないかなというふうに思うのですけれども、現状そのあたりの認識についてど

う思われているのか教えていただけますでしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。
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〇教育次長 和泉 肇君 ご指摘いただきましたとおり、中学校の部活動ということであ

りますと、砂中で９つ、石中で５つの部活動が現在実施されております。ただ、ご指摘に

もありましたけれども、だんだん生徒数が少なくなっているというようなことを勘案して、

学校規模というような観点から見ますと、決して部活動は少ないという状況にはないとい

うふうに押さえてございます。ただ、あとご指摘いただきましたとおり、中体連におきま

しては少ない生徒さん同士の部活動は合同チームがつくれるということでありますので、

そういう面の活用もあろうかと思いますし、ただそれは必ずしも日常的に一つの部活動と

してできるというようなこととは若干違うという面はちょっとお話を申し上げたいと思い

ますけれども、これからも、例えば砂川中学校の演劇部などはゆうと共同して部外の指導

も受けながら活躍しているという状況にもありますので、そういう観点からもますます市

内中学校あるいは小学校における課外活動も活発になるように市教委としても取り組んで

まいりたいと考えてございます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 あと、昔であれば学校の先生は近隣に住んでいただいていたという状

況があるのかなと思うのですけれども、今は地方から通っていらっしゃる先生が多くいら

っしゃるということで、電車の時間までに帰らなければいけないですとか、それから夏休

み、冬休み、遠いからというのが理由ではないという話であるのですけれども、家庭の事

情等により顧問の先生に部活動に来ていただけないというような現状があるというふうに

聞いているのですけれども、ただ現場としては副顧問であるとか、そういった人員配置等

含めて、練習する機会ですとかそういう部分については確保しているというような話なの

ですけれども、全ての先生が優秀な指導者というわけではないのかもしれないですけれど

も、やっぱり一番頭に立ってやっていらっしゃる方がそういったときにいらっしゃらない

というのは、副顧問の先生はどっちかというと引率みたいな形で、何かを指導するという

ことではないのかもしれないですし、そのあたりの現状を何とか改善できないものかとい

うことで、先ほど申し上げたように、例えば市民の中でそういったものに関して詳しい方

がいらっしゃるですとか、そういった人たち等、常にびっしりやるとかということではな

くて、出れないときとか来れないときって先生にも事情があると思うのです。そういった

ときに任せられるような人ですとか、そういったものを親御さんの中にもこの人にやって

もらったらいいのではないかとか、現に過去的にもお子様が例えばやっていらっしゃった

その親がもともとそういう指導に詳しかったという人とかが練習とかに参加してくれてい

た実情はあるようなので、そういった意味で門戸は閉じているわけではないですよという

お話なのですけれども、もうちょっとそのあたりのところの現状を把握して、足りるのか

足りていないのか、まちの中でそういった人がいるのかいないのか、そういったことを考

えていってあげてほしいなというふうには思うのですけれども、そのあたりについてはど

うお考えでしょうか。
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〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 和泉 肇君 ご指摘いただきましたとおり、個々の先生の事情によってはな

かなか指導に来れない場合もあるというお話は聞いてございます。ただ、基本的に中学校

の部活動は複数の指導体制、顧問体制で行っておりますので、そういう場合につきまして

も基本的には生徒の指導に支障がないというふうには聞いてございますけれども、今ほど

ご指摘いただいたとおり、その場合の部外指導者の活用という面も含めて、よく学校から

事情も聞いて対応してまいりたいというふうに考えてございます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 よく聞くのが自分の子供が学校卒業した後、もうかかわってもらえな

いですとか、本当にそういうような現状もあるので、あとは学校の方針のもとやられてい

る部活動ということなので、そういったものを理解していただいた上で参加してもらえる

のかどうなのか、いろんな課題はあるとは思いますけれども、またさらには、私なんかも

そうですけれども、中学時代の学校の先生といまだにつき合いがあるというか、部活動、

課外活動、長い時間一緒に、ともに過ごしていることによって本当にきずなが生まれて、

その後の人生に大きな影響を与えていただいていると私は思っていますし、そういうこと

を考えると、やっぱり一番は学校の先生に親身になって指導していただけるのが一番いい

のかなというふうには思うのですが、それぞれ実情と今大分時代が変わってきていますの

で、そのあたりそういったものも含めて、それが学校の先生でなくても、地域の人であっ

ても、そういう人間形成の部分ですとか、そういった部分についても大きな影響力を持つ

指導者ということになろうかと思いますので、そのあたりこれからも検討していい環境づ

くりをしてあげていただきたいなというふうに思います。

最後に、実情としてそぐうのかどうかわかりませんけれども、部活動のかけ持ちとか、

そういったことも今原則どうなっているのかわからないのですけれども、１つの活動だけ

ではなくて、例えば２つぐらいまでならやれるという子が、小学生なんかは現にいろんな

活動をかけ持ちながらいろんな大会、いろんな文化活動、いろんなものに参加しているの

かなという気はしますので、人数が少なくなった対応策としてそういったこともあっても

いいのかなというふうには今後思いますので、そのあたりできますよということをわかっ

ていれば選ぶのかもしれないし、できるということをわかっていなければ１つしか入れな

いのかなと思ってしまうのかもしれないし、そのあたりもやれる範囲の中でやれることっ

てあるのかなというふうには思いますので、検討していただければというふうに思います。

あとは、サポート体制の一つの提案というか、スポーツ指導員とか、そういった方を必

要なときに派遣したり配置したりするような形でいろんな学校で指導してもらったりです

とか、例えば地域おこし協力隊なんかでそういった方を、特化したような方をもし募集し

てきてもらえるようなことがあれば、そういった方にいろんな学校を回ってもらって見て

いただいたりとか、そういうような外部からサポート的な役割の人を招聘するような考え
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というか、そういったものが基本的にあるのかないのか教えていただけますでしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 和泉 肇君 市教委といたしましては、学校支援地域本部事業ということに

取り組んでおりまして、芸術、文化、スポーツ等の指導できる地域の人材を把握し、学校

の要望に応じて派遣することを事業として取り組んでおります。そのような人材の把握に

も日々取り組んでおりますし、そういう要望があれば直ちに派遣できるようなことをして

おります。今ほどお話ありました地域おこし協力隊ということにつきましては、現状では

直ちにその活用ということは考えてございませんけれども、教育全体の中で活用できるか

どうかという点につきましては、今後研究してまいりたいというふうに考えてございます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 今の２番目の質問に関して全体的に教育長のほうからもし何かあれば、

お伺いしたいと思います。

〇議長 東 英男君 教育長。

〇教育長 井上克也君 （登壇） 課外活動の件に関する一般質問でありますけれども、

ただいま議員さんからの考え方、そして私ども教育委員会としての考え方、ほぼ同じでな

いかなという気持ちです。というのは、やはり子供たちの教育活動の一環として課外活動

をよりどういうふうに充実させるのかと。それが現状なかなか学校規模等の事情から難し

い面がある。そういった意味では、地域あるいは応援してくれる方々の協力も得ながら、

子供たちが充実した課外活動ができるような環境をつくっていこうと、そういう考え方で

ございますので、ご理解をお願いしたいと思います。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 それでは、３つ目の質問に行きたいと思います。

砂川高校の魅力を高める取り組みについてということでご質問させていただいておりま

すけれども、これまでもいろんな場面を通じて何とか砂川高校をもうちょっと盛り上げて

いく方法というのはないのかなということで、選択授業を生かすためにも、もうちょっと

職業を知る機会を与えてはどうかとか、いろんな部分でご質問等をさせていただいてきて

いるわけなのですけれども、一市民の中から、もっともっと砂川高校にエリートを送りこ

まなきゃだめだよというようなお話がありまして、その手法として一見ちょっと乱暴なあ

れかなとは思ったのですが、要は一つのきっかけづくりをできないものかということなの

です。砂川高校にたくさん優秀な子が入っていただくというのは、その学校の魅力向上に

つながりますし、それが、その生徒たちが残した結果、足跡というのがその後の学校に向

かう子供たちの道筋になるのかなというふうなこともありますので、手法は別として、今

回これもそういったものがあればそれぞれ機会、こういう助成なり奨励金なり例えば学費

の免除なり、高校に入ってからでも構わないですけれども、そういったものも通じながら

何かそういうものがあれば、一つ砂川高校目指してみようかなと思うきっかけになるので
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はないか。その機会は全ての生徒に公平にあるわけで、その中で努力するかしないかとい

う問題になってきますので、あながちめちゃくちゃではないのかなというふうには思うの

ですけれども、何かこういう、現在今取り組まれているというのがあるのはわかるのです

けれども、何かこのようなことを通じて少しでも砂川高校にちょっと目を向けてもらえる

ような、現在の取り組みとしてはどのようなことになるのでしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 和泉 肇君 今現在の取り組みということでありますと、１回目のご答弁で

申し上げたとおりの内容となってございます。ただ、砂川高校とは継続的にいろいろ協議

をさせていただいておりますので、今後に向けましても学校と協議する中で、また別の取

り組みあるいは別の観点からの支援というふうなことにつきましても、今後砂川高校と協

議しながら実施をしてまいりたいというふうに考えてございます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 ごめんなさい。ちょっと聞きたいことが間違えていました。現在の中

学校にも本当にいろんな高校からスカウトの方が来たりとかして、あの子とちょっと面接、

面談したいのだけれどもというのが、もう現段階で来ているそうなのですけれども、砂川

高校と砂川中学校の間にそのようなことというのは現在あるのでしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 和泉 肇君 砂川高校から直接スカウトというような形での活動というのは

聞いてございませんけれども、当然学校としても近いということもありますので、砂川高

校と砂川中学校、石山中学校とも、先生同士のレベルも含めていろいろ協議の場を持って

いるというふうに聞いてございます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 過去的には、当時は砂川北高校になろうかと思いますけれども、全道、

全国から、スカウティングによって多数の子供たちが外から砂川北高校に来ていたという

のが現実としてあったと思うのです。それというのは、何かやってはいけないとか、そう

いうことというのはあるのでしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 和泉 肇君 基本的にそのようなことが禁止されているということはないと

思いますし、現実に例えば市内で行われる各種の大会に高校の先輩になる方が見に来て声

かけるというようなことはあるやに聞いております。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 本当に大会等でその場で名刺を渡されたですとか、いろんな現状があ

って、ひょっとしたら砂川から貴重な人材が砂川高校ではなく、地方の名門校なのか、そ

ういうしっかりやっているところに行っているのかなという気はするのですよね。砂川高

校としても、やっぱり一番近くて、そして貴重な砂川の人材ですし、この砂川高校の魅力
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を高めてもらう原石になるのかなと思いますので、そのあたりのスカウトという言い方が

正しいかどうかわからないのですけれども、高校からもそういうようなアプローチがあっ

てもいいのではないかなというふうには思いますので、そのあたりどういう形になるかわ

かりませんけれども、もう少し積極的にいい生徒を集めるというようなことがあってもい

いのではないかなというふうに思いますので、そのあたりのことについて取り組んでいた

だきたいなというふうに思います。手法がまだまだちょっと私のほうでも精査し切れてい

ない部分というのは確かにあるのですけれども、魅力って、さっきの助成なんかでいうと、

これは子供たちに対する魅力ではないのかなというふうな気もしますので、子供たちの目

線で魅力って何かなと考えたときに、そのあたりのことをもうちょっと生徒たちの生の声

の中から見出したりとか、そのようなことを通じて子供たちにとってどういった進学先と

いうのが魅力的なのかというのを把握する必要性というのが今後の対策にすごく生きてく

るのではないかなというふうには思うのです。現状として恐らく、我々で考えると経済的

なことですとか、市として何ができるのかみたいなことで考えてしまうのですけれども、

実際子供たちの求めるものというのはやっぱり子供たちにしかわからない部分があると思

いますので、そのあたり手法はいろいろあると思いますけれども、子供たちから進路先に

求めるものというものを少し調査するような、そういったお考えというのはございません

でしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 和泉 肇君 子供たちの考え方を把握するということでございますけれども、

砂川高校におきましては体験入学の際に子供さんへのアンケート、親御さん、それから引

率の教員の方へのアンケートなどを実施しております。３年前ですか、砂川高校におきま

してちょっと詳細なアンケートをとった経過がございます。その中で、中学３年生に対し

まして高校を選ぶ際に何を基準に考えるのかというアンケート項目がございました。その

中で一番多かったのは、自分の学力に見合った高校かどうかというのが１番、それから２

番目は家から近いかどうかというようなことが上位に入っておりました。砂川高校を受験

しようと思っておられるお子さんの中には、例えば進学ですとか就職というようなことを

目指して入ろうとするお子さんが少なかったという現状がございます。そういう観点から

も、学校と協議する中でサテライト授業、学力アップを図ろうというようなことにも取り

組んでおりましたけれども、今後におきましても十分そういう子供の考え方の把握にも砂

川高校と協力しながら把握に努めまして、今後の支援策につきましても協議してまいりた

いと考えてございます。

〇議長 東 英男君 多比良和伸議員。

〇多比良和伸議員 最後ですけれども、１つご提案として、砂川高校で課外授業などで資

格をたくさん取れるという特色をつくるといいのではないかなと思うのです。今通信教育

などでたくさんの資格取れますし、そういったものを誰かが見ていただいている中で、そ
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ういったものをどんどん、どんどん高校３年間で資格をたくさん取っていく。資格を取れ

るというのは、本当に魅力な部分があると思いますので、そういった部分の取り組みとい

うのもやってみたらおもしろいのではないかななんていうふうに思いまして、そのあたり

砂川高校と協議していただきまして、今後砂川高校がより魅力的になって、砂川市内の子

供たちが砂川市内に残って、砂川のことを愛する子供たちがこれからのまちづくりをして

いっていただければなというふうに思いますので、どうぞ取り組みのほうよろしくお願い

を申し上げまして、一般質問を終わりたいと思います。

〇議長 東 英男君 土田政己議員の質問は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午前１１時０３分

再開 午前１１時１３分

〇副議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を開きます。

土田政己議員。

〇土田政己議員 （登壇） それでは、通告に基づきまして、大きな項目で３点について

ご質問をいたします。

まず、第１点目に低所得者世帯への生活支援特別対策について質問をいたします。今市

民の生活は、かつてない苦境に陥っています。４月から消費税８％への増税、１１月から

は電気料金の連続大幅引き上げ、円安による灯油、燃油や食料品等の高騰は三重苦となり、

市民に襲いかかっております。その上、実質賃金の連続低下と年金の削減、商店の売り上

げの低迷、生産者米価の暴落などにより、市民の生活も中小企業者や農家の経営も困難に

直面しております。本格的な冬を迎えるに当たり、市民生活の実態を調査し、大幅に増額

される見込みの、道の地域づくり総合交付金などを活用して、低所得者世帯への生活支援

特別対策を講じるお考えはないかお伺いをいたします。

大きな２つ目にごみの不法投棄の現状と対策強化について質問いたします。ごみの不法

投棄対策については、巡回パトロール、啓発看板の設置、監視カメラ設置などに取り組ん

でおられるようでありますが、ごみの不法投棄は減っていないように思われますので、現

状と対策強化についてお伺いをいたします。

最後に、３点目として若手ハンターの育成と支援対策についてご質問をいたします。道

内のハンターの高齢化が進み、１９７８年に比べて半数以下に減少していると言われてお

ります。一方、道内の農作物の被害は１０年前に比べ倍増し、その９割以上がエゾシカに

よるものだと言われています。市内でもエゾシカが増加し、農作物被害がふえているよう

に思われますので、市内のハンターの推移と現状、若手ハンター育成の支援対策について

質問をいたします。

以上で初回の質問といたします。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。
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〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） 私から大きな１と２についてご答弁申し上げます。

初めに、大きな１の低所得者世帯への生活支援特別対策についてご答弁申し上げます。

砂川市における経済情勢につきましては、円安等の影響による灯油価格等の上昇や本年４

月から消費税率が引き上げられたことにより、厳しい市民生活を余儀なくされているもの

と認識しているところであります。このことから、本市ではこれらの影響を大きく受ける

低所得者に対し生活経費の一部を助成し、福祉の向上及び市内経済の発展に寄与すること

を目的とした緊急対策の新規事業として、１人３，０００円分の商品券を交付する「砂川

市まごころ商品券発行事業」を本年７月１０日より１２月末までを実施期間として行って

いるところであります。この砂川市まごころ商品券につきましては、灯油はもとより日用

品関係や食料品、衣料品関係など多種多様な販売店の参加が得られており、幅広く利用で

きることで低所得者対策のみならず経済対策への効果も図られているものと考えていると

ころであります。ご質問のありました北海道の地域づくり総合交付金などを活用した低所

得者世帯への生活支援特別対策を講ずる考えについてでありますが、この地域づくり総合

交付金につきましては、高齢者等の冬の生活支援事業として市町村の人口規模に応じて交

付金の限度額が定められているものでありますが、平成２６年１１月１８日の要綱改正に

より、今年度に限り限度額が１．５倍に引き上げられ、砂川市においては交付金の限度額

が６０万円から９０万円へ増額となったところであります。今年度におきましては、この

「砂川市まごころ商品券発行事業」の事業費の一部について地域づくり総合交付金を活用

できる見込みとなっており、既に交付申請の手続を進めているところであります。

続きまして、大きな２のごみの不法投棄の現状と対策強化についてご答弁申し上げます。

初めに、市内における不法投棄の現状について申し上げます。不法投棄は、ここ１０年間

の推移で見ますと、平成１６年度の回収量は１６．９トンであり、以降減少を続け、平成

２２年度には１．９１トンとなりましたが、平成２３年度は２．７トン、平成２４年度は

４．７トン、平成２５年度は５．２トンとなり、ここ数年は増加している状況であります。

平成２５年度の不法投棄の内訳は紙類、衣類、弁当箱などの燃やせるごみが０．２トン、

自転車、タイヤ、炊飯器、電子レンジなどの燃やせないごみが３トン、家電リサイクル法

の対象機器であるテレビ、冷蔵庫、洗濯機が２トンの合計５．２トンであり、タイヤや炊

飯器、電子レンジなどの燃やせないごみと、大型テレビ、大型冷蔵庫がふえたことが主な

要因であります。これらの不法投棄されたごみは市が適正に処理しておりますが、従来は

ごみの中に本人を特定できるものもあり、特定できたものについては警察に通報しており

ましたが、ここ数年は投棄者の特定が困難な状況であります。また、投棄場所は山林、河

川敷、高速道路の側道など比較的交通量が少ない人の目に触れにくい場所で、一つの場所

に大量に投棄しているケースもありますが、少量で投棄場所が点在している現状でもあり

ます。対策としまして、市の嘱託職員である環境衛生業務員による監視パトロールのほか、

啓発看板及び監視カメラの設置、また、広報すながわによる周知や砂川市衛生組合と連携
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して不法投棄防止の啓発に努めているところであり、また不法投棄が増加していることか

ら、特定の路線に点在して不法投棄されている箇所には監視カメラの設置に加え、「不法

投棄監視路線」と表示した看板を数カ所にわたり設置するとともに、砂川警察署と連携し

たパトロールの強化をしているところであります。このような不法投棄の状況は空知管内

においても同様であり、空知総合振興局の担当者を初め、各市町の担当者、警察等関係機

関が協議をしておりますが、今後におきましても不法投棄を少しでも抑制するため、連携

を一層密にするとともに、監視カメラの増設を含めた対応策について取り組みを進めてま

いりたいと考えております。

〇副議長 飯澤明彦君 経済部長。

〇経済部長 佐藤 進君 （登壇） 大きな３、若手ハンターの育成と支援対策について

ご答弁申し上げます。

初めに、市内のハンターの推移と現状についてでありますが、市内の銃猟免許所持者数

は昭和５０年で６７名、昭和５７年で６２名、平成１２年で４２名、平成２５年現在３１

名となっております。この平成２５年の３１名の年齢構成は４０歳代５名、５０歳代２名、

６０歳代１４名、７０歳代９名、８０歳代１名、平均年齢は６４歳と高齢化が進んでいる

一方、猟銃による事件、事故の発生を契機とした銃所持に対する社会的イメージの悪化や

規制の強化、趣味、娯楽の多様化などから、新たに狩猟免許を取得する人が減少している

状況にあります。

次に、若手ハンター育成の支援対策でありますが、現在、有害鳥獣対策連絡協議会にお

きまして、国の鳥獣被害防止総合対策交付金及び市の補助金を活用しての狩猟免許取得予

備講習の講習料の全額補助や捕獲技術講習会の実施、市の単独事業であります「砂川市狩

猟免許取得補助金」による狩猟免許試験手数料の全額補助などによりハンター育成のため

の支援を実施しております。これらの支援により、平成２３年度３名、平成２４年度４名、

平成２５年度１名がわな猟免許を取得しており、本年度は１名が銃猟免許試験の受験を予

定しております。今後のさらなる対策といたしまして、砂川市及び空知総合振興局の共催

によります狩猟免許取得講習会の開催を検討してまいりたいと考えております。この講習

会は、野生鳥獣の生息状況や被害状況、鳥獣保護法の解説や狩猟免許試験の受験方法、銃

器やわなの取り扱いについての講習を行うもので、野生鳥獣により深刻な被害をこうむっ

ている多くの農業者や農業関係団体等に参加いただき、実施していきたいと考えておりま

す。特に農協青年部にも参加の呼びかけをし、若者の狩猟免許取得のきっかけづくりがで

きればと考えているところであります。また、狩猟の魅力や社会的役割、安全な狩猟方法

等を紹介し、狩猟者の担い手となるきっかけを提供する狩猟フォーラムが北海道の主催に

より毎年開催されております。これら狩猟に関するイベントの開催について情報提供等を

図り、狩猟免許取得のきっかけづくりをしてまいりたいと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。
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〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 それでは、再質問をさせていただきます。

まず、第１点目の低所得者の生活支援特別対策についてでありますが、私も昨年この議

会で低所得者の福祉灯油の実施についてご質問をいたしましたところ、福祉灯油は実施で

きないが、別の形で生活支援対策を考えたいということでご答弁をいただきまして、今年

度、今ご答弁ありましたまごころ商品券が実施されて、対象の市民からは大変喜ばれてお

ります。１つは、まごころ商品券の申請期限が１２月３０日というふうになっております

が、それで使用期限が１２月３１日と、ことしじゅうに使わなければならないというふう

になっているのですが、現段階で私たちが地域でいろんなことを聞きますと、これは非課

税世帯の方に支給されているようでありますが、地域では誰が非課税世帯かということは

個人情報でよくわかりませんので、私のところはもらったけれども、私のところは来てい

ないとかなんとかといろんなお話があるのですが、これは私自身もそれに対してどうと答

えられない状況があるのです。ですから、市役所に聞いてくださいとしかお話はできない

のですが、現段階で対象者に対して申請された方というのは何％ぐらいになるのか、まず

お伺いしたいと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 まず、対象者に対して申請に来られた方ということなのですけ

れども、こちらのほう、実は７月の時点で市民税が非課税と思われる方については通知を

して、その思われる方のところについては、このまごころ商品券の関係の説明も入れては

いるのですけれども、実際にそれをもらった方がそのまますぐ申請に来ていただければ、

かなりの方が来ていただけるということなのですけれども、その後広報でも２回、３回と

周知をさせていただいていたのですけれども、実際に申請に来られた方は１２月４日時点

ということでは４，０３２人の方が来られています。先ほど申し上げたように、実際にこ

の分母が、対象者がどれぐらいいるというのは、最終的につかむのは現実的に非常に難し

いといいますか、実際にはほとんど無理だと思いますけれども、ただ予算を持ったときの

人数が４，７００人ということになってございますので、それからいきますと予算に対し

て来られた方は８５．８％ということになってございます。ですから、実際上この８５．

８％の方が分母がどれぐらいかというのがちょっと押さえが難しいものですから、本当に

この分母が確定されていない中の数値ということでございますので、あくまでも参考値と

いうことにはなるかと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 そこのところ私もちょっとよくわからないのですが、対象者の方には郵

送で発送しているのですよね。ですから発送総数というのがわかるはずなので、私たちは

これ個人情報でわかりませんが、市役所では非課税世帯というふうに言われているわけで

すから、つかんでおられるわけで、ですから今の時点であともう２０日間ぐらいしか申請
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期間がなくなっているのですが、私もその方々に、いろんな事情があるから大変でしょう

けれども、ぜひこういう人たちにもできるだけ漏れなく商品券が行き渡ってほしいなとい

う思いがあるものですから、広報などでご努力をされておられるようでありますが、再度

電話などで連絡などはできないものなのかどうなのか。今から手紙出したってこれもう間

に合わないものですから、その辺せっかくやられたものですから、私はできるだけ対象の

方全員が商品券を活用していただきたいなというふうにも思うわけでありますので、その

辺でのお考えについてもしあれば、お伺いしたいと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 再度電話でということでございましたけれども、実はこの７月

のときに本人に通知したときには非課税、あるいは非課税と思われる方に通知が行ってい

ますので、ですから申告をされていない方も、思われる方に行っていますので、申告をす

ると実は課税になっていました。あるいは、非課税ですといって送っていますけれども、

その中にはもちろん書いておりますけれども、扶養されている方は非課税であっても該当

しませんと。つまりこれは扶養されている方は、市内に限らず、例えば市外の息子さん、

娘さんに扶養されていますよということがわかれば、この方自体が非課税であっても該当

しないということになるものですから、それで最終的に分母が確定するのが難しいという

お話をさせていただきましたので、実際に本人にはそういう形で税務情報ということで通

知をしておりますので、その後は申請主義ということで申請をいただいて、まごころ商品

券をお配りするという形にしておりますので、７月以降については広報等でとにかく周知

をして、そして来ていただくと。この時点において特に非課税だと思われるところに直接

お電話するというのはなかなか難しいかと思いますので、ご理解を賜りたいというふうに

思います。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 そこは私たちも説明をして、扶養されているのではないですかというお

話もしているのです。私のところに来ていないとか、いろんな話がある場合。その辺は僕

らがそれを確定するのは何ものもありませんから、それ以上のことは言えませんので、先

ほど言いましたように、もしあれだったら市役所行って聞いてくださいというお話をして

いるところなのですが、結構いただいた方は先ほど言ったように喜んでおられるし、いろ

んな面で活用されていると思うのですが、先ほどご答弁ありましたように灯油だけではな

くて幅広く全てに使えると。市内のまちの経済効果もあるということなのですが、今まで

の状況で、このまごころ商品券の使用状況といいますか、経済効果といいますか、その辺

については把握されておられるのか。もし現在までで把握されておられれば、その辺につ

いてお伺いしたいと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、まごころ商品券の使用状況ということでございます
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ので、こちらのほう先ほど、まごころ商品券既に１２月５日時点では４，０３２名の方、

１万２，０９６枚、これを交付をさせていただいております。それが商店に入って、商店

から商工会議所さんのほうに換金されて、これが市のほうから補助金が行くという流れに

なっていますので、この換金をされている状況、つまり商店に使われている数は把握は非

常に難しいですので、その商店さんから商工会議所さんに入った換金されている状況は、

これは１日違いでちょっとわかりづらいのですけれども、１２月４日現在ということで、

実際に換金に回っていた枚数が８，１６７枚ということになってございますので、これは

７０％ぐらいになりますでしょうか、ちょうどそれぐらいが今商工会議所さんのほうに入

っていると。商店さんのほうにおいては、恐らくそれ以上の数が回っているというふうに

考えております。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 今換金されたのは７０％ぐらいと言いましたけれども、そうするとこの

経済効果についてどのように分析されているのか。まだこれから、全部終わらないとわか

らないのか、現状で結構商店の皆さんが潤っているのではないかなというふうにも思われ

ますので、その点についてはどのようにお考えになっているのかお伺いします。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 経済効果ということですけれども、これは実際に数字上何かを

分析してということであれば非常に難しいかと思うのですけれども、例えば予算どおりこ

の商品券が出回っていくとすれば、約１，４００万、これが市内の商店のほうに入るとい

うことになりますので、実際にはその分が潤いましたということになると思います。ただ、

実際上その商品券があったので、プラスアルファで使われたのか、それとも経常的に使お

うと思ったところにその商品券を充てたのかという部分はございますので、そこの数値は

先ほど申し上げたように非常に難しいと思いますけれども、ただ現実的に１，４００万ほ

どの商品券が、もし全員来てくれたとすれば回りますので、これは非常に大きな経済効果

だというふうには考えております。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 まごころ商品券についてはわかりました。これ消費者の皆さんが自分の

お金を使わないでそれを使えばいいわけですから、だから実際にはどのぐらいの効果にな

ったのかというのはなかなか難しいのですが、ただ商店の方にとってはこれで使われたこ

とは大変いいことだというふうに思います。これは市長の政策でやっていただいて、大変

市民の皆さんも喜んでおられることなのですが、それはことしの４月に消費税が８％に引

き上がったということに対応して、国の政策とあわせてやっていただいた経済対策であり

ますが、その後ご承知のとおり円安がどんどん続いて、そしてまたこの１１月には電気料

金が２度目の大幅な引き上げになっておりまして、これが先ほど１回目に言いましたよう

に市民生活に大きくのしかかっております。その一方で、働く皆さんの実質賃金が１５カ
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月連続減少、結局昨年１０月から１年間で平均収入が８万４，４００円も目減りしたとい

うふうに言われております。また、高齢者が受け取る年金も実質６％以上も目減りしたと

いうふうに試算が出されています。それは、政府は１．７％削減したのですが、物価が上

昇したため実質的には約６％以上も目減りしているというふうにも言われて、基礎年金満

額の人でも年間５万円近くも減っているのが現状です。さらに、年収２００万以下のワー

キングプア、いわゆる働く貧困層は２０１３年には１，１２０万人にも上って、前年度比

で３０万以上もふえているというような状況で、さらに貯蓄なし世帯はこの２年間で２６

％から３０．４％にふえているという統計調査も出されております。その上、先ほども１

回目のご質問で言いましたように、基幹産業である農業も総じて農産物の生産価格は低迷

しているのですが、特に米価の暴落、加えて歩どまり率や品質の低下、そして直接支払交

付金の半額等により、なかなか１２月の組勘精算も大変だという状況のお話も聞いており

ます。そんな点で、市長が昨年や、ことしの方針でまごころ商品券をやると言っていただ

いたときよりも経済情勢が一層厳しい状況になっているのでないかなというふうに私は思

うわけですが、その辺市民生活の現状を具体的に調査されておられるのか、もしあればお

伺いしたいと思うのですが。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 今いろいろと種々議員さんのほうからお話がありまして、ここ

の部分について市のほうで具体的に賃金等の低下について調査しているのかということで

ございますけれども、こちらのほうは今まごころ商品券も実際上は非課税の方と。ここの

ところの部分はつかまえてはございますけれども、実際に課税世帯の部分の方、例えば２

００万の収入があれば、もちろん世帯の状況にはよりますけれども、課税をされていると

いうことであれば、これはその部分の状況をつかむというのは非常に難しい部分がござい

ます。ですから、今回このまごころ商品券をやるに当たっても、非課税世帯ということで

一律区切りをさせていただいていますので、その方とそれ以外の方を詳細に調査するとい

うこともなかなか難しいかなというふうには考えております。ただ、１回目のご答弁でお

話ししたように、やはり円安で物価が上がる、もちろんガソリン、灯油も上がりました。

今少し下がりぎみということはありますけれども、ただ食料品はこれからまだ上がってい

くというような報道もございますので、その部分についてはとにかく生活が厳しくなって

いく。あるいは先ほどお話ありました年金の部分も消費増税を先送りしたということで、

実は来年１０月から低所得者で基礎年金を受けている方に最高で月５，０００円、これを

消費増税分でプラスしましょうというお話も消費増税まで先延ばしになってございますの

で、年金受給者の方はとにかく金額的には目減りをしているというような状況は押さえて

おりますけれども、詳細なそこの部分については、なかなか調査するというのは難しいの

が現状でございますので、非常に厳しいという認識だけは持っているということでござい

ます。
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〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 先ほど言いましたように、まごころ商品券はことしじゅうで、これは期

限で終わってしまうわけですけれども、ことしの冬、大変寒い冬の状況もありますし、ま

た来年度に向けてもいろんな課題も、今言われたように年金もそういう状況にもなるとい

うような状況もありますので、これから新年度に向けてこの生活支援対策について、特別

対策をさらに講じていく必要があるのでないかなというふうに思うのですが、これについ

てはちょっと市長にお伺いをしたいと思うのですけれども、まごころ商品券は１２月で切

れてしまうのです。３月まであればよかったのだけれども、１２月でなくなってしまうの

で、それ以降の対策について、経済状況も非常に厳しい状況にあるというふうに今部長か

らも答弁があったのですが、国の、今選挙中でありますから、いろいろあるのですが、国

も支援対策いろいろ考えているようでありますけれども、砂川市としても市民生活の状況

や市内の農業や中小企業の状況などを勘案したら、やっぱり一定の検討をする必要がある

のでないかというふうに思うのですが、それについてのもしお考えがあれば、お伺いした

いと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） 新年度と言われるとちょっと心苦しいところもあるので

すけれども、手前みそになりますけれども、まごころ商品券は道内でやったところは砂川

市だけと。いわゆる事務の煩雑さがあるので、とても市町村単位でやるのは難しいだろう

というのが、当時首長間で話しているとそういうのが多かったのですけれども、私は福祉

灯油というよりはもっと自由に使えるところと、それから市内の商店にいかに還元できる

か、経済対策と弱者対策を合わせたものでないと意味ないだろうというのがございまして、

何とか、職員大変だったと思うのですけれども、それをやっていただいたと。大変好評の

ようでございまして、使われ方も私は資料見て分析したのですけれども、ちょっとプレミ

アム商品券とは使われる傾向が違って、本当に必需品のほうに結構回っていると。それは

浮いた分は灯油のほうに回せるとかいろんな、それは家計の問題でありますけれども、そ

の中で何とか弱者対策をしようという考えでやったものでございまして、福祉灯油のほう

が金額的には少なくて済んだのだろうと思うのですけれども、私の狙いは消費税が上がっ

たときに弱者をどう救うかというのでございまして、今度いわゆる地方創生法案が選挙前

にというか、解散前に国会を通りました。具体的な中身はまだ見えてこないのですけれど

も、漏れ聞こえてくるところによりますと、これどうなるかまだ正式な情報はないのです

けれども、漏れてくるのはプレミアム商品券的なものについて国のほうが調整する、また

は砂川がやったまごころ商品券的なものというのが結構国のほうでも評価されていまして、

それに対して助成をするという案も、案というよりそういう話が聞こえてきたり、もう一

つは選挙の中で安倍総理大臣が言っているのですけれども、北海道はやっぱり灯油が大変

だと。それについては一定の助成をするというふうに明言しておりますので、ただその使
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われ方は恐らく年度内でないかという感じもしますので、国の動向を見ながら、砂川市は

どれが来てもある程度対応できるような準備をしておけという話は職員にしております。

どの方法になるかというのはちょっと、まだ選挙終わらないと見えてこないと。短期間の

間にやらざるを得ないかなということで、年が明けてからの話は、まだ新年度は今ここで

申し上げるのはちょっと心苦しいかなというふうに思っておりますので、ご理解をいただ

ければというふうに思います。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 私も先ほど言いましたように選挙期間中なので、衆議院選挙の期間中で

すから、いろいろ状況はわかりませんが、ただ選挙戦の中では今市長が言われましたよう

に、滝川に来られた安倍首相も福祉灯油をやるということを言って、新聞にも大きく報道

されているようです。ですから、国も対策をとるとすれば、ぜひ市としてもそれに対応し

てやっていただきたいなと。まごころ商品券は大変私も評価して、今市長言ったとおりす

ごくいいのですが、これが切れてしまう、終わってしまうので、ぜひ対応をとっていただ

きたいなということを申し上げまして、この点では終わります。

次に、ごみの不法投棄問題についてですが、先ほど部長から答弁をいただきましたよう

に、私たちもごみの不法投棄について従前いろいろ議論をして、多いときは先ほどあった

ように１６トンも、あるいは２０トンもあったときもあったのです。それが本当に努力さ

れて１トン台まで減ったのですが、何か最近ごみの不法投棄がふえているように見えるわ

けなのですが、去年の平成２５年の場合は４５件で５２トンというふうに、事務報告にも

ありましたようにふえているのですが、ことしの２６年度については、現在の状況はもう

雪降ってしまったから、集計されているのでないかと思うのですが、現状ではどのように

なっているかお伺いしたいと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員の質問に対する答弁は休憩後に行います。

午後１時まで休憩します。

休憩 午前１１時５０分

再開 午後 １時００分

〇副議長 飯澤明彦君 休憩中の会議を開きます。

土田政己議員の質問に対する答弁を求めます。

市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、不法投棄の平成２６年度の現状ということで答弁を

させていただきます。

平成２６年度におきましては件数で３４件、重さで３．６５トン、前年比較で件数で１

１件、重さで１．５５トンのマイナスということになってございます。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 それで、先ほども言いましたように平成２２年には非常に少なくなった
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のですが、残念ながらそれからごみの不法投棄がまたふえているようなのですが、これら

の主な要因についてどのように分析されておられるのか、おわかりになればお伺いしたい

と思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 この主な分析ということでございますけれども、まず燃やせる

ごみについては例年大体０．２トンということで、これ２３年度以降同じように推移をし

ています。ただ、燃やせないごみ、これについては２２年のときには０．４３トンだった

のですけれども、２４年度は２．５トン、２５年は３．０トンということで、こちらのほ

うが大きくなっております。それから、家電リサイクルの中では２２年のときには１トン

であったものが現在は２トンということで、この電気製品、燃やせないごみ、タイヤ部分、

これが多くなっているかと思います。特に家電リサイクルの関係でいきますと、２３年の

７月に地デジが入りました関係から大型のテレビがそれから少しずつふえてきているとい

う状況になっておりますので、燃やせないごみが全体的に伸びてきていると、特に大型の

テレビがふえているということでございます。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 本当に残念なことなのですけれども、地デジになって電気製品、テレビ

製品を入れかえるときにそれが処分されないで不法投棄されるというのが大きな要因のよ

うでありますが、もう一つは監視カメラを設置されて、ごみの不法投棄の減量、少なくす

るということに努力されてきたようなのですが、平成２５年度の場合も４５件があったの

ですが、不法投棄が判明したのはゼロ件ということで、なかなか判明ができないというの

があるのですが、今年度もそういう状況なのか、監視カメラを設置しているのだけれども、

どうしてそれが判明できないのか、その辺についてはどのように分析されているのかお伺

いしたいと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 監視カメラの関係でございますけれども、監視カメラに写ると

いうこと自体がかなり少なくなっておりまして、それを避けているということになるのか

と思います。直近では、平成２３年度に監視カメラに写っていた状況はあるのですが、た

だカメラに対して平行に車が来て、そのままバックして出ていったと、つまりナンバーが

確認できなくて、車は確認できたのですが、特定をできなかったという事例がございます

ので、そういった中身からいきますと、分散している地域にもう少し多くのカメラを設置

をするというようなことは検討して、これも毎年場所は、やはりカメラがあるとわかると

来ませんので、場所は変えてはいるのですけれども、その数をもっとふやしていくという

ようなことは考えてまいりたいというふうに思っています。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 監視カメラを設置しても、なかなか検挙できないというか、判明できな



－72－

いという現状の難しさもあるのだろうと思うのですが、先ほどのご答弁の中でこれから啓

発看板も設置をしていくようなことも考えているようなのですが、ごみの不法投棄の啓発

看板が小さいのでないかなというふうに……、車で走ったら余りよく見えない。もう少し

大きい看板のほうがいいのでないかと思われるのですが、何かすごく字が小さくなってし

まったような感じがするのです。それで、先ほどのご答弁では、今後監視カメラが設置し

てあるという表示の看板といいますか、そういうものを設置していくということなのです

が、これもやっぱり大事なことなので、どこにあるかは本当はわかってはうまくないわけ

なのですけれども、その路線、路線には監視カメラがありますよと。不法投棄をされる場

所というのは市内でもある程度特定されている場所なのですから、その辺にも看板は設置

する必要があるのではないかなと思うのですが、啓発看板の大きさと、それから監視カメ

ラの設置看板の現状や今後の考え方についてお伺いしたいと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 今不法投棄防止の看板の関係でございますけれども、現在平成

２６年度におきましては、市内８５カ所に看板を設置をさせていただいています。この８

５カ所が多いか少ないかということになりますと、そこに不法投棄が出てくれば、これ毎

年少しずつふえていっております。ですから、もし小さくて見えづらいのであれば、大き

いものにしたほうが見えやすいかどうかというのは、これは十分に検討させていただきた

いと思います。不法投棄は市のほうとしてもとにかく減らしたいという思いはございます

ので、見えにくいということであれば、それは検討させていただく。それから、カメラを

設置していますよと、この区間が必要であればそれもまた検討させていただきますし、も

ちろんそのカメラをどこにつけるか、設置区間ですよというところにつける場合もあれば、

そうでないところにもつける場合がある。本物の監視カメラについては、やはり設置場所

は毎年いろいろと考えますけれども、この防止用の看板についてはとにかく有効に設置を

したいというふうに思いますので、平成２７年度に向けては大きさですとか区間ですとか

十分に検討して設置をしてまいりたいというふうに思います。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 本来であればごみの不法投棄というのは許されることではないし、犯罪

なのです。ですから、一番大事なのは住民モラルの向上の啓発が大事な点だというふうに

思うわけですが、ただ砂川市民の方が投げたのか、それ以外の方が、他市町村の方が投げ

たのかも判明ができないわけなのですが、いずれにしても先ほど言ったように山間地の道

路であるとか高速道路の側道であるとか、そういうところにごみを不法投棄されるという

ことは本当に許しがたいことでありまして、私たちも含めて、住民モラルの向上の啓発と

いうのが非常に大事な点でないかなというふうに思っております。それから、巡回パトロ

ールも強化されておられるようでありますが、住民モラルの向上の啓発と巡回パトロール

を一層強化して、指導を徹底していただくというようなことを含めて、その辺のお考えに



－73－

ついてもし何か考えあれば、お伺いしたいと思います。

〇副議長 飯澤明彦君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 啓発と巡回パトロールということでございますけれども、今ほ

どお話あったように、実はこれ砂川市民の方が不法投棄をされているかどうかという、最

近ですと、やはり自分の身分がわかるようなものを入れて投棄する方がほとんどいないと

いうことですので、砂川市民なのか他市町村なのかがわからないということが１つ大きな

問題があります。それは、広報ですとか衛生組合のお便りですとか、こちらのほうで配布

されるのは市民の方に対する啓発ということですので、ほかから来て投げられるというこ

とになりますと、結局は監視カメラ等で特定をして１回、２回警察に届け出ると、こうい

う実績をつくると、砂川ではなかなか難しいよという形をぜひつくりたいなというふうに

は思います。ただ、パトロールもやはり１台で回っていく関係上限界がありますので、地

域の方でもしそういう不審な部分を見つけた場合には市なりにお届けをいただければ、こ

ちらのほうは警察と連携をしながら何とか解決をしたいというふうに考えておりますので、

市民の方への周知もありますけれども、啓発、お願いというのも重ねてさせていただきた

いというふうに思います。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 本当にこのごみの不法投棄がふえていることは残念なことなのですが、

しかし私たちも努力によって一時は１トン台まで減らしていた時期もあるものですから、

やっぱり今言われましたように、啓発の看板だとか監視カメラとか巡回とか、あるいは住

民モラルの向上の啓発とか含めてぜひ積極的に取り組んでいただきたい。そして、本当に

ごみのない、きれいなまちにしていきたいなというふうに思っておりますので、その点は

ぜひ今後とも取り組んでいただきたいなというふうに思っております。

最後に、３点目の若手ハンターの育成支援事業について質問いたします。先ほども、１

回目の質問のときにも言いましたように、北海道全体では１９７８年には２万１，０００

人いたハンターが２０１２年には１万人を切ってしまったということで、高齢化が進んで

そのうち６０代の方が半数を占めているというふうに、道のほうの資料ではそういうふう

に言われているのですが、先ほどご答弁いただいた砂川市の現状を見ると、砂川市もそれ

と同じように最高時６７名いたのが３１名になったと。先ほど年齢別に話がありましたけ

れども、砂川は３１名中２４名の方が６０代以上なのです。全道的には半数なのだけれど

も、うちはもう七、八割は６０代以上の方になっているという、全道平均の高齢化よりも

一層進んでいるのが現状でないかなというふうに思います。若手ハンターの育成は農作物

を食い荒らす野生動物の駆除には欠かせない存在なのですが、今政府与党ではハンターの

減少に歯どめをかけるために来年度から狩猟税の廃止を検討しているというふうに言われ

ているのですが、もしその辺の状況がわかれば、お伺いしたいと思うのですが。

〇副議長 飯澤明彦君 経済部長。
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〇経済部長 佐藤 進君 ご質問のとおり、今国のほうでは、環境省のほうで狩猟税を検

討しているという状況でございます。この狩猟税は、明治３年ですか、当時ハンティング

は貴族的な趣味だというような発想のもと、この狩猟税が設置されたと聞いております。

この狩猟税、今は都道府県税ということになっておりまして、全国の都道府県にこの狩猟

税が入る。しかも、入るのはそれぞれ狩猟する地区の都道府県に入っている。北海道であ

れば、もちろん１カ所でございますのであれなのですけれども、ただこの狩猟税が平成２

４年の段階で約１７億円というふうに伺っております。この１７億円は、それぞれ全国の

都道府県が有害鳥獣対策の原資に充てているというようなことがございます。そういう中

で、今回環境省がこの廃止に向けて今検討しているという状況は私どもお伺いしていると

ころでございます。

以上です。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 今答弁いただきましたように、この狩猟税は北海道でも１２年度で１億

１，０００万ぐらいの狩猟税が入っていて、それが今言われたように有害鳥獣対策にも使

われていると。一番高いライフル銃などでも年間１万６，５００円ぐらいの狩猟税がかか

るということが言われていまして、この財源がなくなれば都道府県が困るという要望も国

に出ていて、それで今言いましたように環境省でも、これは１７億円ぐらいと今言われま

したけれども、２０億円ぐらいを新たな予算をつけてその代替措置をとっていこうという

概算要求はされているようでありますが、同時に、この狩猟税の廃止だけではなかなか若

手ハンターの育成にはならないのでないかということも言われております。先ほど答弁が

ありましたように、趣味が多様化して若い世代が狩猟に興味を持たないという傾向もある

ようですし、それから銃の所有に係る煩雑な手続というのもあって、これらも簡素化しな

ければいけないという問題等々もあるのですが、ただ空知管内で見ましても有害鳥獣に取

り組んでおられる市町村の大きな差がありまして、エゾシカの捕獲についてでありますが、

砂川では平成２５年度は７２頭でしたか、きのうの主要行政報告にありましたように、こ

としは１０月３１日まで６２頭というふうに言われているのですが、深川や芦別などで、

特に芦別などでは若手ハンターの育成のために多くの財源を使って若手ハンターを育成し

て、鹿の捕獲頭数も１，０００頭近いとか、有害鳥獣に組む予算も砂川市の１０倍ぐらい、

砂川市は１４０万ぐらいですけれども、芦別は若手ハンターの育成に１，４００万ぐらい

というようなことで。それは、１つは銃を持つことによってかかる経費が、先ほど免許を

取るときの助成金は砂川市では対象にしているのですが、銃を保有するにはそこに経費が

かかるので、それは１０万円以上かかるというので、その点でその経費を芦別では補助し

ようというような対策などもとられているようでありますが、先ほどの答弁では農協青年

部その他にも行くというのですが、もう少し具体的に若手ハンターを育成していく上での

支援対策というのは考えておられないのかどうなのか、再度お伺いしたいと思います。
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〇副議長 飯澤明彦君 経済部長。

〇経済部長 佐藤 進君 当市の育成のための支援、これは先ほど答弁させていただいた

とおりであります。今ほどお話しいただきました芦別市、ここでもやはりこの育成のため

に各経費について見ていこうということで、実は今年度から制度を立ち上げたということ

で、直近の段階で芦別さんに確認させていただいたのですけれども、まだことしについて

は該当対象者は出ていないというようなお話でございます。芦別市さんにおかれましては、

育成のための費用ということで、砂川もやっておりますけれども、狩猟免許の予備講習受

講料とか、あるいは狩猟免許の申請手数料等々１０項目を補助の対象としておりまして、

その中で限度額を１０万円と定めて助成制度を今年度設置したというようなことでお伺い

しております。私どもやはり今持っています当市のそういう若手育成のための経費、これ

も確かに重要だと思っておりますので、他市さん、特に芦別さんの状況等々を確認しなが

ら検討していかなければいけないというふうに考えておりますし、また先ほどもご答弁さ

せていただきましたように、やはり若手の人に銃を持っていただく、許可をとっていただ

く、そういう動機づけといいますか、そういうことも重要だと考えておりますので、それ

で先ほど答弁させていただきましたような形で講習等も検討していきたいなと、そのよう

に考えております。

〇副議長 飯澤明彦君 土田政己議員。

〇土田政己議員 先ほども言いましたように、若手ハンターの育成というのはやっぱり有

害鳥獣をやる上で欠かせないです。しかし、砂川の猟友会の状況見ても、先ほど答弁あり

ましたように高齢化が進んでおりまして、このままいくともうハンターできる人がいなく

なってしまうのでないかと。実際には免許を持っている人は３１名おられるのですが、実

際に出てやれる人というのは、だんだん高齢化して少なくなってきているのも現状だと思

います。そういう意味では、やっぱり急いで若手ハンターを育成しないと、この有害鳥獣

の防止対策はとれていかないのでないかなというふうにも考えておりますので、今お話で

ここで検討するということでありますので、非常に難しい課題でもあるのですが、同時に

これは欠かせないのですね。もしハンターさんがいなくなってしまったら大変な事態にな

ることも明らかなわけですので、ぜひ若手ハンターの育成に対する支援対策を一層強化し

ていただくように強く求めまして、私の一般質問を終わります。

〇副議長 飯澤明彦君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 （登壇） それでは、一般質問を始めます。

私は、大きく２点の質問をいたします。まず、第１点目は移住、定住施策についてであ

ります。砂川市は、毎年２００人ほど人口が減少しています。この人口減少に歯どめをか

けるには移住、定住施策が重要だと考えていますが、以下について伺います。

まず、１点目はお試し暮らしの現状と課題について。

２点目は、移住、定住を進める上で今後力を入れる施策についてをお伺いします。
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大きな２点目として協働のまちづくりについてを伺います。砂川市は、第６期総合計画

において目指す都市像を「安心して心豊かにいきいき輝くまち」と定め、その実現に向け、

「協働によるまちづくりの推進」をまちづくりにおける共通した考えとして掲げて協働の

まちづくりに取り組んでいますが、以下について伺います。

まず、１点目は、協働のまちづくり指針の浸透と協働意識の向上について。

２点目は、協働のまちづくり指針の考え方に基づいた施策の具現化について。

３点目は、協働事業を調査、評価、公表する仕組みづくりについて。

４点目、町内会以外の市民活動団体に対する支援策の検討について。

最後に、５点目、条例化（協働のまちづくり条例）に向けた研究についてをお伺いをい

たします。

〇副議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 （登壇） 初めに、大きな１の移住、定住施策についてご答弁

申し上げます。

（１）のお試し暮らしの現状と課題についてでありますが、砂川市の住民基本台帳人口

は本年１１月３０日現在で１万８，１１４人と５年前と比べ１，１７０人の減となり、年

平均では２３４人の減少となっているところであります。また、人口動態の年平均では自

然減が１３９人、社会減が８８人となっているところでもあります。お試し暮らしは、い

きなり移住をするには抵抗がある、実際に住んでみたもののイメージしていた暮らしと違

うなどの不安を解消し、旅行程度の滞在ではわからない砂川での生活を気軽に体験してい

ただくため、一通りの生活用品を備えた長期滞在可能な施設として平成２１年度に市立病

院医師住宅の１棟を利用して開始し、平成２２年度より現在の２棟体制で実施していると

ころであります。これまでの利用者は、昨年度までの５年間で３８組８０人、利用日数は

１，１３４日となっております。また、今年度は１０月末までで１０組２６人、利用日数

２６５日の利用となっております。利用者の年齢は６０歳代、７０歳代の方が多く、大部

分は仕事を定年退職された方が、移住する土地やシーズンステイとして夏季期間を過ごす

場所を求めて利用されている方が多い状況となっております。課題といたしましては、事

業の開始当初は移住に結びつく方がおられましたが、その後シーズンステイ先を求める方

の割合が高くなり、そのため滞在期間中も市内にとどまって生活するのではなく、観光な

どの拠点として利用し、砂川から近郊の観光地を周遊するという方が見受けられていると

ころであります。これら利用者をいかに移住していただく方向へ持っていくか、また利用

者の決定に当たり、どのように判断していくかが課題となっているところであります。

続きまして、（２）の移住、定住を進める上で今後力を入れる施策についてであります

が、これまでもお試し暮らしの受け入れにつきましては、市内の関係団体の皆様から成る

「すながわ移住定住促進協議会」を中心として、受け入れ、交流を進めてきているところ

であります。お試し暮らしの利用者について、いかに移住先を探しているご家族を中心に
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砂川市のお試しハウスを利用してもらえるか検討が必要とも考えているところであります

が、シーズンステイであっても協議会のメンバーとの交流会や町内会の役員など地域の市

民とのふだんの交流により、このまちに住みたいという気持ちを持っていただけるよう対

応しているところであり、今後においても引き続き交流を進めながら移住につなげてまい

りたいと考えております。また、空き家を有効活用した誘導策として、空き家調査の実施

により判明いたしました使用可能と思われる空き家の所有者に対し、空き家情報の提供を

勧めておりますが、売却や賃貸という情報提供まで踏み込んでいただけない状況であるこ

とから、これら活用できる空き家の情報提供の手法を検討する必要があるものと考えてお

ります。

また、国は少子高齢化の進展の中で人口減少に歯どめをかけ、東京圏への過度の人口集

中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保し、活力ある日本社会を維持していく

ために、まち・ひと・しごと創生を総合的かつ計画的に実施するとして、「まち・ひと・

しごと創生法」を成立させました。この法では、市町村は市民一人一人が安心して営める

地域社会の形成、地域社会を担う個性豊かな多様な人材の確保、地域における魅力ある多

様な就業機会の創出を一体的に推進するという、まち・ひと・しごと創生に関する目標や

基本的方向を、総合戦略として平成２７年度以降に策定することとなりました。この総合

戦略により、総合的に人口減少に歯どめをかける施策を総合的かつ計画的に実施していく

こととなります。詳細につきましてはまだまだ明らかになっていない部分が多いところで

ありますが、砂川市にとって必要な自然減対策の少子化対策、社会減対策の働く場や住ま

いに係る施策などを含めた総合戦略を、国や道の情報を十分把握しながら策定してまいり

たいと考えているところであります。

続きまして、大きな２、協働のまちづくりについてご答弁を申し上げます。初めに、

（１）の協働のまちづくり指針の浸透と協働意識の向上についてでありますが、協働のま

ちづくり指針は、平成２３年度から１０年間のまちづくりの最上位計画である砂川市第６

期総合計画において目指す都市像を「安心して心豊かにいきいき輝くまち」と定め、その

実現に向け、「協働によるまちづくりの推進」をまちづくりにおける共通した考えと掲げ、

市民の皆様と市が同じ方向に向かって共通認識を持って協働のまちづくりをより活発に展

開していくことができるように理念や推進の基本的な方向性を示すため、１０人の市民委

員による「砂川市協働のまちづくり指針策定協議会」を設置し、講演会、市民説明会など

を通じて寄せられた意見なども踏まえ、平成２５年４月に策定をいたしました。ご質問の

指針の浸透と協働意識の向上につきましては、広報すながわ及びホームページで砂川市協

働のまちづくり指針を策定したことをお知らせするとともに概要版を全世帯に配布し、出

前講座、市民活動等入門講座、協働のまちづくり懇談会を実施するなど、さまざまな機会

を通して指針の浸透と協働意識の向上に努めているところであり、あわせて高齢者を見守

る、支える仕組みづくりなどによって、さらに協働意識の醸成が図られているものと考え
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ているところであります。

続きまして、（２）の協働のまちづくり指針の考え方に基づいた施策の具現化について

でありますが、協働のまちづくりを具体的に進めていくため、啓発活動の推進、人材育成

の推進、市民と市の相互理解の推進、体制づくりと支援策の推進、取り組みの評価や見直

しの推進の５点について展開していくこととしており、１点目の啓発活動の推進では出前

講座や市民活動等入門講座、町内会や市民活動団体への加入案内、広報すながわやホーム

ページによる啓発などに取り組んでおります。２点目の人材育成の推進では、市民活動等

入門講座に加え、入門講座の受講者などを対象としたステップアップ講座の開催や地域活

動交流研修事業などを実施しております。３点目の市民と市の相互理解の推進では、国や

公益法人の市民活動団体への支援情報の提供や協働のまちづくり懇談会の開催などを実施

しております。４点目の体制づくりと支援策の推進では、町内会等からの協働事業に関す

る相談等の窓口を明確にするとともに、協働のまちづくり庁内推進会議の設置、地域コミ

ュニティ活動支援事業や市民活動団体登録制度を創設しております。５点目の取り組みの

評価や見直しの推進では、協働事業の公表や協働の評価の仕組みづくりに取り組んでおり

ます。

続きまして、（３）の協働事業を調査、評価、公表する仕組みづくりについてでありま

すが、協働事業の調査につきましては、平成２４年度の調査では１２７事業、平成２５年

度の調査では１３３事業となっており、評価につきましては協働事業を分析し、評価する

ことで改善点を見出し、新たな取り組みに生かすため、平成２５年度事業について各所管

部署において事業評価を実施いたしましたので、協働事業の透明性を確保し、市民理解の

向上を図るため、平成２５年度の協働事業につきまして協働事業一覧としてホームページ

で公表したところであります。

続きまして、（４）の町内会以外の市民活動団体に対する支援策の検討についてであり

ますが、市内で活動するボランティア団体や特定非営利活動法人などの市民活動団体の活

動内容、会員募集、団体紹介等の情報を市に登録していただき、その内容を広報すながわ

や市のホームページで紹介することによって、広く団体や活動のＰＲを図り、活動の活性

化や会員の拡大、団体同士の連携につなげるほか、私も何かやってみたいと思っている市

民の社会貢献活動への参加機会を拡充することを目的とした市民活動団体登録制度を創設

したところでありますが、今後も市民活動団体との連携を密にしながら必要な支援につい

て検討してまいりたいと考えております。

続きまして、（５）の条例化に向けた研究についてでありますが、指針では協働意識の

高まりや取り組みの状況を踏まえながら、まちづくりにおける市民参加の実効性などを明

確にする条例の制定も視野に入れて考えなければならないとしているところでありますが、

指針が策定されてから２年度目でありますので、条例化につきましては将来的な検討課題

であると考えておりますが、当面は既に実施している各施策の推進や充実を図り、機運を
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高めてまいりたいと考えているところであります。

〇副議長 飯澤明彦君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 それでは、まず１点目、移住、定住施策についてからお伺いをしたいと

思います。

先ほど１点目のお試し暮らしの関係というのは６０歳から７０歳ぐらいが中心で、まず

課題としてはどうやら移住に結びつく方々ではなく、ここを拠点に道内を旅行するような

方々が多く見られるという分析がされているようですね。非常に残念でして、私もこのお

試し暮らしというのをぜひやったらどうかというのは以前に言ったことがありまして、ち

ょうど私と同じ団塊世代が退職を迎え、これからいろいろな活動あるいは田舎で暮らした

いなんていうことが起こってくるのではないかということで砂川市でも２棟を実現して、

これ確実に利用はされていると思うのです。私もことしのホームページ見ましたけれども、

見事に４月のいい季節から１０月の最後、ここまでしか利用がないです。それ以外という

のは全く申し込みがないという状況。また、ある方から言われたのは、何だか吉野にある

お試し暮らしの家の前に大きなキャンピングカーがとまっていて、そのキャンピングカー

に乗っていろいろ動きながらここに暮らしているのではないかと、何なのこれと言われた

ことがあったのですけれども、活動拠点として位置づけるのであれば、それもまたそれと

していいのかなというふうには思うのですけれども、本来であればこれは移住、定住のと

いうことになるわけですから、ちょっとまずいのかなと。これそろそろ見直したほうがい

いのではないのかなというふうに今思っているところなのですけれども、まずその辺、こ

れからもこれずっと続けていこうとされているのか、まず１点目です。

それと、移住、定住ということで私は施策を聞いたのですけれども、どうやらこのお試

し暮らしというのが砂川市にとってみると移住、定住の基本的な戦略というような気がし

てならないのです。今の答弁ではですね。現状としてはですが、今後は空き家情報あるい

は国のまち・ひと・しごとの関係でいろいろ考えていくとおっしゃったのだけれども、今

現状としてはこのお試し暮らしが移住、定住の一番の策なのかどうかお伺いします。

〇副議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 初めに、１点目のお試し暮らしの関係になります。

議員おっしゃられますとおり、キャンピングカー等で道内各地を回りながらお試し暮ら

しの住宅を利用されている方がいらっしゃるのは現実でございます。お試し暮らしの申し

込みをされた際にはこちらのほうで連絡をとりまして、どういう考えのもとにお試し暮ら

しを利用されるかというのを確認しますけれども、そのときには皆さんやはりシーズンス

テイではなく、二地域居住ですとか、あるいは将来的に北海道に移住を考えていますとい

う、そういうような回答をされますので、そのような方であれば申し込みを受け付けてい

いという判断のもとで申し込みを受け付けているところでございます。これらについては

移住、定住の協議会の中でも意見がありまして、経済的な効果といたしましては、砂川市
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に何日間かは居住されてお買い物もされるのであれば、経済的な効果もあるのだろうとい

う部分もありますけれども、実際スケジュール的にはかなり申し込みが多い状況になって

います。多い中で選ばれて、その期間お試し暮らしを利用されていますので、本来的に本

当に砂川に移住を考えている方がいらっしゃって、ですけれども、選に漏れて来られない

方も実際のところはいらっしゃる可能性はあろうかと思いますので、このあたりの確認手

法につきましてはもう少し厳しく確認して、基本的にはやはり北海道に移住を考えている

方、それらを中心にお試し暮らしを受け入れていくと、そういう方向で進めていきたいな

というふうに考えているところでございます。

あと、移住、定住施策の中の、まず今回お試し暮らしのお話をさせていただきましたけ

れども、移住、定住施策につきましては幅広い分野でそれらの施策というのが必要になる

と思います。私どもで所管している部分といたしまして、まず移住、定住施策であるお試

し暮らし等の施策の状況等についてご報告させていただきました。国の状況といたしまし

ても、まち・ひと・しごとの創生法が通りましたので、これらに基づきましてかなり広い

分野の中で移住、定住施策というものが行われるというふうに考えております。まず、基

本的には、１回目の答弁でもお話をさせていただきましたけれども、砂川市の人口減の現

状といたしましては社会減よりも自然減が多いという現状になっております。こちらにつ

きましては、２００７年から大体こういうような状況になっておりまして、どちらかとい

いますと自然減が多いような状況になっております。ですので、自然減に対する施策とい

うことであれば少子化対策ですとか、そのようなものの施策も展開をしていかなければな

らないと思いますし、社会減の部分につきましては企業誘致ですとか、さまざまなそれら

の施策を打っていかなければならないと思います。今回私どものほうでお答えをさせてい

ただきましたのは、まず私ども現在行っておりますお試し暮らし等の移住、定住の部分の

施策についてお話をさせていただきましたけれども、移住、定住施策につきましてはかな

り幅広い分野になっております。庁内全体の中で取り組んでいかなければ１万８，０００

人を切るような状況も来ようかなという状況になっておりますので、そちらについては幅

広い分野の中で対応していかなければならないと考えているところでございます。

〇副議長 飯澤明彦君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 私は移住、定住施策についてを聞いて、所管がそこだからというのでそ

こに聞いているわけですから、総務部長は全体を捉えながら今後は答えていってほしいと

思うのですけれども、まず最近の内閣府が調査をすると、どうも以前と移住というパター

ンが変わってきたという調査があります。以前はやはり６０代が動くという形になってい

たのですけれども、最近は２０代、３０代、４０代がかなり多く地方に来たいという希望

があるようなのです。６０代はどのぐらいに位置するかというと、この年代でいくと一番

低くなってしまったのです。私ももう６７になりましたから、今さらどこか移住して、ま

た新しい生活ってもう気力はないなという、団塊の世代はもうそういう世代に入ってきた
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のだろうと思うのです。ただ、旅行は行きたいから、いい場所があったらそこで安く泊ま

って動きたいという気持ちは十分あると思います。多分今やっている砂川市のこのお試し

暮らしは、ミスマッチになりかかっているなというふうに思うのです。だけれども、移住、

定住で砂川市を見ると、まずは総務部長のところの企画調整係のホームページに当たって

いきます。このホームページ自体を大幅に見直していかないと本当の意味で移住、定住を

真剣に砂川市が考えているのかどうかということが問われるような状況になると思うので

す。つまり２０代から３０代、４０代というのは仕事が欲しいわけです。確かにこのホー

ムページの中にも仕事情報というのが入っています。ところが、これあけてみると、どん

な情報が入っているかというと、商店街の店舗整備事業に関する助成あるいは北海道のハ

ローワークのリンクが張ってあったりとか、どうもこれは市内に呼び込もうという雰囲気

では全然見えてこないのですよ、このホームページ。

それ以外にも全部そうなのですけれども、例えば暮らし情報とかといって空き家といっ

ても、さっきもちょっと出てきましたけれども、例えばすずらん団地、あかね団地に入っ

ていこうと思うと突然ユーザー名とパスワードが必要になって、その先へ入っていかれな

いようになっているのです。これ一体何ですかという感じなのです。企画調整係の住まい

情報を見ると、普通はあかねタウン、すずらんタウンとあったら、そこをクリックすると

あかね、すずらんに飛んでいくと思うのだけれども、これもリンクされていないのです。

住まいを探す、この空き家を見ていくと何と今空き家が３軒しか載っていない。その３軒

も、その住所と、空知太、市街地、南吉野というぐらいで、しかも古い家ばかり。写真も

ない。これで果たして本当にここに住もうと思っている人たちに向けて発信をしているの

かということなのですよ。この前のふるさと納税でいかにホームページの威力が強いかと

いうのはもう十分わかったのですけれども、この移住、定住に関しては何とも頼りない発

信状況だなというふうに私は思っていますが、今後このホームページ見直していくつもり

はあるかどうかお伺いします。

〇副議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 初めに、ターゲットとする年齢層という部分がございました。

私どものほうでもちょっと調べたところでは、内閣府の世論調査を実施したところ、現状

といたしましては農山漁村への定住願望のある都市住民のパーセントが２００５年に比べ

まして１０ポイントほど増加して、現状といたしましては３１％程度あるということにな

っております。そのような状況ですので、それら若者を引き入れる、そういう施策も今後

考えていかなければならないという状況になっていると思います。

ホームページにつきましては、非常に必要な情報等が網羅されなければならない部分に

ついて欠けている部分があることにつきましては、私どもホームページ等を見直しをして

いかなければならないですし、今後それら移住、定住施策も企画調整係が発信するだけで

はなくて、もう少し全庁的なレベルの中の対応としても考えていかなければならないと思
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いますし、ほかの団体等も見ますと例えば移住、定住の施策の中でハローワークの情報が

そのままホームページに載っている例も、検索できる例等もありますので、それらも含め

ながらホームページの充実には努めていきたいと思いますし、まずは移住、定住施策をど

のような柱の中で考えていくかというものを１本やはり組み立てをした中で、そのような

情報発信をしていかなければ、移住、定住を希望されている方がその項目ごとに探すこと

はなく、まずそのポータルとして、先ほどお話のありましたとおり、ふるさと納税もそう

ですけれども、まず入り口としてどのような対応をしていくのかというのが非常に重要と

なっております。空き家情報等につきましても、所管がいろいろ分かれたりしている中で

なかなか見やすいものができていないというのも現状でありまして、私どもも非常に気に

はなっているところですけれども、なかなか今のところ方策も見つからないところもござ

いますので、それら含めながら改善できるものは改善して対応していきたいと考えている

ところでございます。

〇副議長 飯澤明彦君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 市のホームページはそのうち直るでしょう。

市のほうも最近の移住、定住の形が変わってきたということも把握していらっしゃると

いうことが今わかったわけですけれども、実はわざわざ都会から砂川に来ようというのが、

普通の市内にある企業に勤めようとかなんとかということは、まず起こり得ないだろうと

思うのです。都会にはもっと大きな企業がいっぱいあるわけだから、どういうふうな形で

砂川にわざわざ若い人たちが来ようかというのはやっぱり考えるべきことなのだろうと思

うのです。だから、そこにハローワーク載せてもちっとも魅力的ではないわけです。実は、

私も３０歳のときにここに移住してきた本人でもあるわけです。私は一家５人、ミシンと

羊の皮で食ってきました。それでもこの砂川でずっと住み続けることができたのです。何

でできたかというと、つくった製品を札幌にイベントがあったり、デパートに売りに行く

ことができたのです。すごく近いところに大消費地があるという、これは物つくったりな

んかする場合にはとってもいい位置なのです。やっぱりテレビや何かの移住や何かの番組

見ていても、ちょっと農家のまねごとしてみたりだとか、パンづくりをしてみたりだとか、

手づくりのものをつくりながら田舎で暮らしたいと、これが都会の今の若い人たちの望み

なのです。そういう意味でいくと、このまちとってもいいまちですよ。うちには美術館も

ないけれども、札幌行ったらすぐ簡単に物見れるし、いろんな刺激を受けて帰ることがで

きます。すすきので飲んで帰っても歩いて帰れるような距離でうちのまちというのはある

わけですから、そういうところをやっぱりどんどんアピールをして、若い人たちをこれか

らどんどん引き入れる。ただ、若い人たちを引き入れるためには大事なことが市長、あり

ますよね。これは当然子育てという問題が起こってくるわけです、私も子供３人を育てま

したから。子育ての支援の充実度というとなかなか、近辺の周りのまちから比べると、例

えば乳幼児医療でもうちのまちは小学校以前までしか無料になっていませんけれども、周
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辺のまちというのは中学校、高校まで無料になっています。よく言いますけれども、幼稚

園の就園費補助というのもうちのまちは低いです。いろんなことが、子育て支援としては

せめて周りのまちと同じぐらいにしておかないと、やっぱり不利過ぎるかなと。これから

若い人たちを迎え入れるためには、それはなかなか難しいかなというふうに思うのです。

もう一つは、やっぱり住まいという問題です。住まいという問題になったときに、今砂

川はなかなか土地が売れないので、あかね、すずらんもなかなか土地が売れないので、ち

ょっと思い切った政策を打っていかないともうだめなのではないかなと思うのですけれど

も、土地が安くて家が安かったら若い人来ますよ。だけれども、うちのまちというのは土

地も、それから家もアパートも意外と高かったりするので、そこもかなりネックになるか

なと思うのですけれども、よそのまちでは１平方メートルを１円で市の土地を売ってみた

りとか、１０年間住んだら土地をただにしましょうとか、近くの新十津川では新築住宅取

得では最大２００万円上げましょうとかと。今言ったところというのは大分辺地のところ

でやっているのですけれども、そういう思い切った施策全部やるわけでなくてもいいと思

うのです。この何区画かを限ってとかといってもしやった場合に、こんな札幌から近いこ

のまちであれば、やっぱりかなりのアピール度はあるだろうなというふうに思うわけです。

それから、若い人たちって意外と田舎に住んでも苦にならないのです。これ特定の場所を

言うのもまずいかもわからないのですけれども、一の沢地区というのは今若い人たちがと

ても魅力を感じる場所みたいなのです。あそこにはスキーを教えるところがあったり、移

住で来た卵屋さんがあったり、もっとハム、ソーセージやなんかをつくる場所があったら、

そこに来たいという人もいたという話を僕は聞いています。これをうまくやっていくため

には、あそこ農振地区ですから、以前から出ている話ですけれども、優良田園住宅という

ものがあるのです。これをやると大規模なある程度の広い土地を購入できて、２軒目の家

であっても税制上も優遇がとれる。これは優良田園住宅法というちゃんと法律があるもの

です。ただ、これは市がこの場所がそうだということを指定しなければならないというこ

とがあるわけですけれども、こういういろんなものをしっかりと考えて打ち出していくと

いうことが私は本当に大事だろうなというふうに思うのですけれども、市長、私が今言っ

たことなのですけれども、子育て関係だけに決して私は今こだわっていませんけれども、

今どうも総務部長の話を聞いていると、お試し暮らしが今現在の移住、定住のメインたる

施策のような気がするものですから、市長は決してそんなことは思っていらっしゃらない

と私は思っていますので、まずここで市長、お話をお伺いできますか。

〇副議長 飯澤明彦君 市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） 小黒さん微妙な言い方をされるものですから、どこまで

答えていいのか。私の任期ももう終わりかけているものですから、次年度以降にわたるよ

うな話はここではできないと。今までのおさらいをすると、私も移住と定住とはもともと

中身は違うものだというふうに思っております。ただ、いわゆるお試し暮らしが全てかと
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いうと、うちがやっている地域おこし協力隊、若い人たちが来ます。あの方々は、もとも

とそういう意識で来る人たちです。それを総務省が応援しようと。だから、その中から起

業しようとする意識を持って、地方に行こうという意識のある人が地域おこし協力隊に応

募して、砂川の募集によって砂川に来ていると。そのうち、３人のうち１人でも残れば、

１人分はふえるではないかということで、総務省ではどんどんその枠をふやそうとしてい

る。要するに仕事のないところにただ来いと言っても若い人は来ない。ところが、起業し

よう、地方に行こうという人たちは地域おこし協力隊に応募してくる。その中からいかに

条件をそろえるか、どうするかとやるのが今一番効果があるかなと。

そのお試し暮らし、私総務部長のときに小黒議員さんとお話ししまして、私は否定的で

した。なぜか。私ならそこにあれして遊んで歩く。団塊の世代ってそうです。若いころキ

ャンプして、さあ退職したぞと。いい制度ができたと。私はそうなると読んでいましたか

ら、もともと本当にそうやっていいのだろうかと、私はそうは思わないと。だけれども、

みんなでやろうと、議員さんもやりなさいと言うから、民間の人の委員さんを集めてやっ

て苦労していると。私は、もともとそうではないのではないですかとここで言ったのを今

聞きながら思い出して、ただし、まちの考え方ですから。どこかの大きな市はそれでいい

のだと、どうぞここを拠点にして遊びに行きなさいと。それでどんどんやっていく市もあ

ると。それは物の考え方なのです。地域にそれだけの経済効果があるのだったら、それや

ってもいいではないかと、そういうふうに割り切っている人もいるし、ただここで私の考

えというより、移住定住促進協議会という民間の委員さんが入って、そこでいろいろ論議

されているやつをここでそれを否定するとか、そういうことは私は言う気にはならない。

ただ、もともとの私の発想というのは、お試し暮らしは皆さんそうやって言うけれども、

本当にそうなのですかと、ここで総務部長のときに私言いましたから、違うのではないで

しょうかと。恐らくみんなお金持っていて、ここを拠点にして回って歩くだけで。ただ移

住で来る人もいます、間違いなく。それにかけましょうと。そうしたら若い人たちも協議

会に入ってくれて、何とかそれをしようと、大阪まで行こう、東京まで行こうと、私はそ

の過程は非常に大事だと思っていますので、それを否定する気はございませんけれども、

物の考え方はそれはそれでいいという、割り切って、地域にそれだけ買い物して落として

くれるのだったら、それでよしとしてやっている。堂々とそれを宣言しているまちもござ

いますので、何ともそれは言いがたいのですけれども、それは行政なり、協議会の中でい

ろんな論議をしてもらって、そこの場があるものですから、それ以上のことを私はここで

申し上げる考えはございません。

ただ、今のままでいいのかというと、私自身はそういう移住、定住という考えはないけ

れども、ハートフル住まいるの、あの精神というのは北海道で一番最初にやった。住宅に

そうやって助成をする、あれが先進的だったと思っています。ただ、移住、定住と言って

いないだけで。それが他市にあれが波及していって、額をふやしたり、違うほうにやって
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いったと。だから、ハートフル住まいるのもともとの発想というのはすごく大きなものが

あって、砂川市がとっ初めにあれをやったということなのです。あれが定住という言い方

をすればそれになったのかもしれないけれども、問題は働く場所をつくれるかどうか。企

業に助成している。なぜ助成するか。頑張る企業を応援して大きくして、そこに人を雇っ

てもらう。そのかわりそこに住んでください、社長ちゃんと約束守ってくれ。私は自然減

の部分をそれで解消しようと。公営住宅にも、余り大きな声で言いませんでしたけれども、

黙って５階、４階には若い人を入れている。それによって他市に流れていかない。それに

よって少しでも自然減を解消していこう。大まかにいえば私はそういう考えでいて、少子

化対策はここで話す気にはなりませんけれども、もし万が一、運よく私が来年いるのだっ

たら、その場所でいろいろと話したいことはたくさんありますけれども、まだまとまって

いない分野と、先ほど言われた、反論するわけではないですよ、物の考え方ですから。い

わゆる医療費の助成の問題ありますけれども、本州あちこちいろいろ調べて、行って聞い

たのもありますけれども、一切少子化対策、定住化には効果なかったと。みんな一緒にや

って経常経費がふえただけ。効果あるのはそこではないのだろうと思うのです。せいぜい

やれるのは割と対象の少ないところ、大きな都市いくほど一切やっていないと。それで減

ったかといったら減らない。要するにみんなで疲弊させたというのが兵庫県なり秋田県な

り長野県ですか。みんなしてやるのです。それで結局余り効果がなかったと。違うところ

に本来の効果があるのだろうと。そういうのは今いろいろと、結論は出ていないですけれ

ども、いろんなことを考えながら、要するに地方創生本部のほうでいろいろと、結論は選

挙後になると思います。いろんなのが出てくると思います。それをあわせながら、誰が市

長になろうがある程度やるべきことをやっていかないと、なかなかこれから地方が生きて

いくというのは難しい時代に来るのは間違いないです。その中身は、今ここでどうのこう

のと私が言うほど全部が整理されているわけでもないので、その辺でご理解をいただけれ

ばというふうに思っております。

〇副議長 飯澤明彦君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 市長、今とんでもない話ししたのですよ、あなたは。今職員が一生懸命

移住、定住でお試し暮らしやっていることに対して、トップの市長が自分は総務部長のと

きにあれは反対だったと話ししたのですよ。だったら早く、市長になった段階で見直せば

いいではないですか。それを職員にやらせておいて、そういう言い方はない。これは、訂

正しておいたほうがいいかもしれませんぐらいの話です。別に来期がどうのこうのという

話を私がしているわけではなくて、今現在の移住、定住ということについてのお話をして

いるわけですから、十分答えられることってあると思うのです。選挙通らなかったら話せ

ないなんてことあるわけないではないですか。

まず、もちろん移住と定住というのは違うことだというふうに私は思っているのですけ

れども、砂川って意外と宝がそばにあるというふうに私思っているのです。まず、市の職
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員が１８０人います。病院職員が今６６０人ちょっといますか。学校の先生なのですけれ

ども、これは１００人以上いるのです。市の職員はほとんど砂川市内に住んでくれている

と思うのですけれども、病院の職員が、今ちょっと聞きたいぐらいだけれども、今すぐ聞

いてしまったらちょっとまずいかなとも思うので、以前にちょっと調べたことがあったの

ですけれども、お医者さんは大体砂川市に住民票置いてもらっていますよね。ところが、

看護師さんは意外と結婚すると市外に出ていっている方が多いように思うのです。これが

やっぱり残念だなと思うのです。市長、子育て支援が大事だというのは、もちろん市長も

わかっていらっしゃると思うのだけれども、学童保育のときに、菊谷市長のときでした。

市立病院の看護師さんたち勇気を出して、学童保育をつくりたいと陳情に行ったことがあ

るのです。そのときに私も同席していたのですけれども、市長に向かって、私これができ

なかったらよそのまちへ行きますと言ったのです。その後確かに学童保育できたのですけ

れども、残念ながら何人かはおくれてしまって、よそのまちに行ってしまいました。学校

の先生も今１００人以上いるといっても、さっきちょっと聞いたのですけれども、大体砂

川市内に住んでいる人は２０％しかいない。みんなそれぞれの方々は、結構いい給料をも

らっている方ですよね。この人たちに何とか砂川にとどまってもらって家でも建ててもら

うようにしていけば、まさによそから人呼ばなくたって、よそのまちから自治体間競争で

引っ張ってこなくたって何とかなるというふうに私は思っているのですけれども、やっぱ

りこういう実態調査ね。それで結婚してよそ行くのに首を縄でくくって、いろなんていう

ことは絶対おかしな話で、そういう方々もよそに行かないでも砂川で楽しく暮らして、子

育ても安心してできながら家を建ててもらうという政策が、まさにこれから必要なのでは

ないかというふうに思うのですけれども、この辺のことというのは総務部長、市長の後で

大変申しわけないですけれども、市長もうこれ以上立ってこないとも思うので、どういう

ふうに思われますか。今いろんな話をしました、優良田園住宅の話とか。やはり総務部長、

企画という部門持っていらっしゃるのだから、所管を超えても一つまとめていくというよ

うな形の部署だというふうに私は思っていますので、ぜひ答弁お願いします。

〇副議長 飯澤明彦君 市長。

〇市長 善岡雅文君 議事録上間違いがあると困りますので、私はお試し暮らしは反対を

しておりません。いかがなものだろうかということを議会で申し上げただけですから。そ

れを反対と、すぐそういうふうに誇張してどうして小黒さんそうやって言われるのか。

〔「いかがなもんでしょうかなんて言わなくてもいいでしょう」と呼ぶ

者あり〕

その当時言った答弁のことを私が言っただけですから、それを反対したって。反対して

いるのだったらやっていませんから。やりましょうと言ってやったのですから。それを本

会議の中でそうやって言われると、訂正しておかないとおかしいことになるではないです

か。だから、そういう言っていないことを言ってはだめだということを私は申し上げてい
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るのです。

〇副議長 飯澤明彦君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 一つの例として子育て支援の関連でお話がありました。子育て

支援等も全庁的に考えていかなければならない問題でありますので、子育ての所管である

例えば福祉サイドのほうで考えるべき問題ではないと思っています。それは、全庁的に考

えていかなければならない問題と思っておりますし、私どもも市の職員につきましては、

一部の職員は結婚されて市外に住んでいる職員はおりますけれども、ほとんどの職員は市

内に住んでいるのですけれども、病院の職員についても同じような状況だと思います。ご

主人が例えば勤務の関係で滝川に住まれていると思うのですけれども、その中でどうにか、

道市民税というものを市外に納めているという部分がありますので、それらについては私

どもも非常に気になるというか、当然高額の所得を得ている病院職員でありますので、そ

れらについてはどうにか市内に誘導策として何かないかというものは、総体の中で現状と

いたしましては検討しているところでございます。何がすぐどうできるかという部分はご

ざいます。それは以前から検討課題とされていたことですので、急に解決できる問題では

ないとは思いますけれども、それらの問題についても考えていかなければならないと思い

ますし、子育て支援の施策につきましても、親御さんが経済的な安心感を求めているのか、

また別な形の安心感を求めていろんな施策を求めているのか、それらも私どもはやはり聞

き取りをするなどしながら、総体の中で考えていかなければならない問題だと考えている

ところでございます。

〇副議長 飯澤明彦君 小黒弘議員の質問は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午後 ２時０８分

再開 午後 ２時１９分

〇議長 東 英男君 休憩中の会議を開きます。

小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 一息入れたので、ちょっと落ちついてやりますけれども、ちょっと前に

ある建築屋さんと話をしていましたら、市内でも１，０００万を切って一戸建ての家を建

てられそうだというような、そんなお話もお伺いしたのですけれども、やっぱり皆さん何

とか努力をしていらっしゃるのですね。ここのまちで家を建てて住んでもらおうというこ

とについてなのですけれども、ぜひ総務部長を中心にこの移住、定住のことに関しては、

ホームページの見直しからいろんなことをきょう申し上げましたけれども、何とか人口を

維持するためにもやっていっていただきたいなというふうに思うわけですけれども、そう

いう意味では先ほど市長がおっしゃっていた地域おこし協力隊の３人が、今後本当に３人

全員がここで何らかの形で定住をしてくれれば、こんないいことはないと思うのですけれ

ども、仮にそうでないのならば、そうでなかったその理由をちゃんと聞いて、今後のとい
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うこと、いや住んでもらえるかもしれないので、どっちにしても今注目されるのはこの３

人がどういうふうになっていくのかなということかと思います。そんな意味で、移住、定

住については総務部長にお願いという形で妙ですけれども、終わらせていただきます。

次に、協働のまちづくりの関係ですけれども、条例化については何となく条例化はなさ

そうだな、まだだなという感じですね。私議員になって２０年にもうすぐなるのですけれ

ども、一番最初からの選挙公約というのが基本条例とか、まちづくり基本条例の制定とず

っと言ってきているのですけれども、大体は何とか実現できましたけれども、これだけは

どうにもならないという。もうそろそろ砂川では条例化しなくてもいいのではないかなと

いうぐらいまで思っているのですけれども、というのは、ゆうを見て、ゆうの建設からず

っと私もかかわってきましたけれども、このまちで別に今さら条例つくらなくても、いろ

んなことをもうやっていけているのではないかなというふうにも正直思っています。ただ、

今までいろいろなお話がありました。今回５項目を挙げたのですけれども、これはある懇

談会というか、市長との懇談会の中の市民の皆さんに配られた資料の中で、市のほうが今

協働のまちづくりについての５つの課題という形で出したものをそのまんま載せたという

ような形なのですけれども、いろいろある中で入門講座の受講とか協働のまちづくりの懇

談会というようなことが去年、ことしというふうに開かれていると思いますけれども、こ

ちらのほうは市のホームページのほうでちゃんと会議録が載っていまして、市長との懇談

２回を読ませていただいたのですけれども、これ皆さんなかなかいいアイデアを出してい

ただいていたりとか、まだまだまちづくりに興味のある方々がいらっしゃるのだなという

ふうに実は思ったのですけれども、去年あたりは第２市役所とかというアイデアが出てき

たりとか、ことしでは「いそのさんち」、空き家対策のようなのですけれども、あとは

「託ワンカフェ」とかといって犬を預けるようなところはどうだとか、「ＮＮＫサロン、

ねんねんコロリ」、高齢者の引きこもりをどうにかしよう、「スイーツネット砂川」とか

といってね、本当にいろいろアイデアが出ているのですけれども、こういう懇談会は非常

にいいと思うのですけれども、この中の一つでもいいから何か実現に向かうというような

方向が出てくると、さらに参加された方々はどんどん、どんどんエネルギーが湧いて、も

っともっとまちづくりに参加しようというふうになるのではないかなと思うのですけれど

も、その辺具体的にちょっとお伺いするのは、どんなふうな感じで、今後こういう懇談会

というのは、せっかく来ていただいた方が何か言っても何も実現できないし、次行くのや

めようかなというふうに思うのではなくて、引き続きまちづくりにかかわってもらうとい

うふうなほうが私はいいと思うので、状況としてはどんな状況なのかをお伺いします。

それと、協働のまちづくりといえば町内会の関係が非常に大きな、市長も言っていらっ

しゃる基本みたいな形でお話がありますけれども、その中でも去年あたりからでしたか、

町内会に助成金をいただけるというメニューができました。戸割はわかるのです。何世帯

について幾らとかというのはわかるのですけれども、事業費補助なのですけれども、これ
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がえらく面倒くさいのです。例えば敬老会での飲み食い、あるいは町内で焼き肉パーティ

ーやったときの飲食代とか景品代とかというのはそこの経費に出してはだめだというふう

に決められているのです。これ何でこんなかたいことなのだろうなと。結局は備品だとか

プリンターの何とかとか、相当使いづらいなと私は思っているのですけれども、最初の説

明会のときに何と言われたかというと、何で焼き肉パーティだとか、あるいは敬老会の飲

食に出せないのですかと言ったら、何を買うかもわからないからみたいなこと言われたの

ですけれども、そこまで町内会って信用されていないかというふうにね。特にうちの町内

会なんていうのは高齢化が進んで、焼き肉パーティーやってもその会場まで来られないな

んていう場面もあるのですけれども、事業費の補助なんかやるのであればもう少し、もち

ろん事業やらなければお金もらうなんていうのは全然論外なのですけれども、もう少し使

いやすいようなことにはならないのかなというふうに、まさに協働のまちづくりとしては

町内会行事というのはとても大きなことだと私は思っていますので、その辺のことをちょ

っとお伺いします。

〇議長 東 英男君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 初めに、入門講座等の関係になります。ワークショップ形式で

やられていますので、いろいろ多様な意見が出されて、私ども見ていてもおもしろいとい

うような意見も出てきます。それらが実現することは非常に重要なことでありますし、実

現させていきたい部分はあります。ことしから入門講座を修了した方を中心にステップア

ップ講座というものを設けております。今回ステップアップ講座を設けましたけれども、

ステップアップ講座の内容が若干高度なものになってしまったのかな、例えば起業ですと

かＮＰＯの設立ですとか、そういうふうになりまして、若干入門講座とのつながりが、い

きなりちょっとハードルが上がったのかなという部分もございますので、それらを見据え

ながら、そういう入門講座でいただいたご意見がどのように反映できるのか、実際に反映

できるのかにつきましては、２７年度以降でその方向性をやはり検討していかなければな

らないのかなと。ステップアップ講座に出席していただいた方のアンケートをとりますと、

やはり実際ＮＰＯに携わっている方ですとか、そういうような活動をしたいので非常に役

に立ったというご意見もあるのですけれども、若干その中では難しいお話になりましたと

いうご意見もありますので、それらの内容等につきましては吟味をした中で、せっかくそ

のような形で活動に携わりたいという意思をお持ちで講座に来られた方の意見を尊重でき

るような講座のあり方等については、今後も検討していかなければならない部分なのかな

というふうに思っております。

あと、町内会の事業費の関係の補助ですけれども、基本的には市の財政運営的にといい

ますか、支出する際には、人の口に入るものについては出席される方が負担するというよ

うな考え方が以前から根強い部分があったのかと思います。そのような発想のもと、その

部分についてはやはり町内会の負担あるいはご本人の会費の中でという基本的な考え方が
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根強いのかなというふうに思っております。ですけれども、実際的には今議員おっしゃら

れたとおり、事業のメインが、せっかく来ていただいて、その中で懇談をしていただく事

業費の中心となる部分が飲食になる部分というのもあろうかと思います。そのようなご意

見も他の町内会からもいただいております。この事業費補助につきましては、まだ創設し

たばかりですし、今後もいろいろ各町内会のご意見を聞きながら見直しを図っていかなけ

ればならない部分もあろうかと思います。地域コミュニティの基礎団体であります町内会

は、私どもといたしましては大切にしていかなければ成り立たないというふうに思ってお

りますので、それらの意見についてはいろいろ伺いをさせていただきながら、また改善す

るものは改善しながら、制度として定着できるものにしていければなというふうに思って

おりますけれども、今年度２６年度までにつきましては、そういう飲食代については除外

という形をとっておりますけれども、これらについては将来的にも必ずそうなるという部

分ではないと思いますので、検討は加えさせていただきたいなというふうに思っていると

ころでございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 条例化の関係というのは何もお答えはなかった。聞いていなかったのか

もしれませんね。

それで、そういう意味でいうと町内会の関係もそのうちちょっと見直してもらえるのか

なというふうなことですけれども、懇談会の関係は本当にいろんなアイデアも出ていると

思うのです。市長もこれっておもしろいというようなお答えもあったりもするので、仮に

例えばＳｕＢＡＣｏなんかを利用して何日間かそういうことを実験的にやってもらうとか、

言葉だけではなくて、その場でちょっとやってみるとかということも私はいいのではない

かなというふうにも思いますので、いろんな検討をぜひしてほしいなというふうに思いま

す。

それで、町内会以外の市民団体に対する支援策ということで、ボランティア団体とかＮ

ＰＯ法人をいろいろ広報やホームページで紹介しているというお話です。本当に今いろん

な形で活動していただいている方々が市内にはたくさんいらっしゃるのだなという、場面

場面で本当によくわかるのですけれども、ただなかなか団体以外にこういう活動をしてい

るということがわかりづらい現状だと思うのです。広報あるいはホームページでもなかな

か難しいなというふうに私は思っているのですけれども、これ何かイベントみたいなもの

をして、例えばボランティア団体あるいはそういう団体の皆さんの活動報告ができるよう

な、いろいろあると思う、食生活の関係でも前に一回文化祭か何かのときに低塩のみそ汁

飲ませてもらったのだけれども、飲んでみたらこれなら飲めるという、こういうのはやっ

ぱり実際味わってみないとわからないものですから、そういうボランティアの方々が一堂

に会して、自分たちの今やってきている活動を市民の皆さんに見てもらい、新しい人たち

に入ってもらうような、そんなような企画というのをぜひこの協働のまちづくりの中でで
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も考えてもらえないものかなというふうに思うのですけれども、その辺については可能性

というのはいかがでしょうか。

〇議長 東 英男君 総務部長。

〇総務部長 湯浅克己君 大変申しわけございませんでした。条例に関しましては、現状

といたしましては協働についてはある程度市民に定着している部分はありますけれども、

まずは事業を運営しながら今後の検討課題とさせていただきたいというふうに思っている

ところでございます。

あと、入門講座等の修了後に実験をする。例えば何か場所を設定して行うという部分に

つきましては、入門講座は各回に１人の講師の先生が来られて入門講座という形で現状と

しては実施しております。ですので、どちらかといいますと単発になってしまうという部

分がございますので、こちらにつきましても講座の運営方法等も検討させていただきなが

ら、どのようなことでよりよい講座になるかというのを検討させていただきたいと思いま

すし、団体の周知につきましても、講座に出席されている方は例えば町内会で活動されて

いる方もいらっしゃいますし、これから何かしら活動したいのだけれども、その取っかか

りとしてということで来られている方もいらっしゃいますので、まずはその場に、例えば

市民活動団体で活動されている方を紹介する、そういうようなコーナーを設けることもも

しかするとできるのかなというのが思っているところでございます。そういう形の中で手

近なところから周知方法等も行っていきたいと思っておりますし、今回広報、ホームペー

ジで周知した段階では、なかなか今まで自分たちの活動をお知らせする場がなかったのだ

けれども、そういう場ができてよかったというふうなお話もいただいているところでござ

いますけれども、今後どのような方法で周知方法を拡大するかにつきましては、今一堂に

会しての報告会というご提案もございましたけれども、そのようなものも含めまして、せ

っかく活動されている団体もありますし、せっかく活動したいと思っている市民の方もい

らっしゃいますので、それらを結びつける何かしらの策は考えていかなければならないと

思っているところでございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 最後になりますけれども、どうも総務部長かたいのだよね。だから、総

務部長なのだろうなというふうに思うのですけれども、私のイメージというのは報告会と

かそういうのではないのです。ゆうなんかを全部使ってみて、それぞれコーナーをつくっ

て、楽しく自分たちのやっている活動、行動をコーナーごとに設けて、いろんな意味で楽

しんで自分たちの活動を紹介するとかというような形なのですけれども、よそのまちで毎

年やっているというまちもありますし、いろいろなことをぜひ今後検討していただいて、

いい協働のまちづくりが進められるようにお願いしたいと思います。

以上で終わります。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。



－92－

〇水島美喜子議員 （登壇） 通告に従いまして、一般質問をいたします。

大きな１、どさんこ・子育て特典制度のさらなる活用に向けての取り組みについて。道

が実施するどさんこ・子育て特典制度は、商工団体や企業等の協力を得ながら、社会全体

で子育てを支援していく仕組みづくりの一環として、小学生までの子供がいる世帯や妊娠

中の方が、協賛している店舗や施設で買い物などをした場合に、認証カードを提示すると

割引やポイントアップ、シールの割り増し配布の特典サービスを受けることができる制度

です。砂川市は、平成２０年１２月から参加し、市内では４５店舗１施設が協賛していま

す。この制度は、買い物や食事で利用した子育て家庭への支援をするとともに、これを契

機として協賛店舗を通し、まちなか活性化への波及効果もあると思われます。このことか

ら、さらなる活用に向けての取り組みが必要と考えますので、以下について伺います。

（１）、対象者に対する認証カードの配布方法と特典制度活用の周知方法について。

（２）、協賛店舗等の募集について。

以上です。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） どさんこ・子育て特典制度のさらなる活用に向けて

の取り組みについてご答弁を申し上げます。

初めに、（１）、対象者に対する認証カードの配布方法と特典制度活用の周知方法につ

いてご答弁を申し上げます。どさんこ・子育て特典制度につきましては、北海道が平成２

０年６月に次代を担う子供たちを社会全体で支える環境を総合的に整備するため、小学生

までの子供がいる世帯が買い物などをした場合、認証カードを提示することにより割引な

どのサービスが受けられる制度として創設したものであり、北海道及び市町村が実施主体

となって実施されております。現在は５１の市町で実施されており、砂川市においても平

成２０年１２月１日から実施しているところであります。対象者に対する認証カードの配

布方法につきましては、制度開始時に市内各小学校、保育園、保育所、幼稚園を通じて認

証カードと制度の概要及び市内協賛店を記載した書面を配布しており、それ以降は市役所

戸籍年金係窓口にて出生、転入等の届け出の際に配布しているほか、児童家庭係、子育て

支援センターにて配布しているところであります。また、特典制度活用の周知方法につき

ましては、市広報やホームページのほか、最近では本年１１月より市内全戸に配布中の

「砂川市くらしの便利帳」に制度の概要を掲載し、周知を図っているところであります。

次に、（２）、協賛店舗等の募集についてご答弁申し上げます。市内の協賛店舗等につ

きましては、現在砂川ポイントカード事業協同組合に加盟する４５店舗とその他１施設に

協賛をいただいているところであり、特典の内容は、協賛店で買い物をした場合ふくろう

カードのポイントが２倍になるほか、ボウリング場を利用した場合ソフトドリンクの無料

サービスが受けられるというものであります。協賛店舗等の募集につきましては、これま

で市広報やホームページ等で行ってまいりましたが、小売店の減少等もあり、なかなか協
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賛店の増加につながっていないのが現状であります。しかしながら、協賛店が多くなれば、

利用者にとって特典を得る機会が多くなり、社会全体で子育てを支援することにつながる

ものと考えておりますので、今後は商工会議所等と連携を図りながら、この制度に賛同い

ただき、加入していただく協賛店の増加に努めてまいりたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 対象者に対する配布方法はわかりました。初年度に対象者全員に配布

をして、それ以降は配布漏れがないように必要に応じて都度渡しているという形なのかと

思います。子供さんが小学校を卒業したら、認証カードはそれぞれで破棄をするという形

かと思います。現在の配布枚数のトータル枚数というのはわかるのでしょうか。また、配

布をした後の利用状況の把握というのはどうなっておりますでしょうか。また、配布場所

なのですけれども、出生届とか、また転入届があったときには戸籍係のほうで対応されて

いるかと思いますが、児童家庭係ですとか、子育て支援センターでも配布されているとい

うことですけれども、それはどういう場合にそちらのほうで配布をされているのでしょう

か。

また、周知方法なのですけれども、小学生の子供のお母さん数人に聞いてみたのですけ

れども、まずこのカードをどこで使えるのかとか、あと特典制度のことがよくわかりづら

いというようなことを言っていました。また、少額のときカードを出しづらいですという

声がありました。市のほうにはこの特典制度に関するお問い合わせというのは今までどの

程度来ているのでしょうか。

あと、協賛店舗等の募集についてなのですけれども、今ホームページなどとか、いろい

ろ概要などを載せているということなのですけれども、これは協力をいただきながら進め

ていくという事業なので、非常に難しい状況もあったのかと思います。なかなか自分のほ

うから手を挙げて協賛いたしますという店舗はないのかなと思いますけれども、道のガイ

ドラインの中で、市町村の役割として、制度の趣旨を市町村内の住民、商工団体、企業等

に周知、市町村内の企業等に制度への働きかけ、協賛店の登録申し込みの進達というのが

あります。働きかけについてですけれども、平成２０年の参加以降、今までに店舗等に直

接協賛願いなどの働きかけというのはされたのでしょうか。また、先ほど商工会議所のほ

うにお話をしてというお話もありましたけれども、大きな団体では砂川商店会連合会さん

がありますけれども、現在協賛していただいております砂川ポイントカード事業協同組合

さんと両方に加盟しているというお店もたくさんありますので、店舗数はそんなにはない

のかもしれないのですけれども、また両方に加盟していない店舗ですとか、子供さんと一

緒にお食事のできるところが最近結構できておりますので、子育て家庭の方への支援とい

う観点から、いろいろなところにぜひ協賛していただけるように働きかけていただきたい

と思うのですけれども、このお考えはいかがでしょうか。
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以上です。お願いいたします。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 何点かご質問いただきましたけれども、もし答弁漏れございま

したらご指摘をいただきたいと思います。

まず、配布数でございますけれども、総配布数というのはこちらのほうで今現在、正確

にはつかんでおりません。当初中学生になられればそれは除かれていくと。それから例え

ば一番最初のときには配布をされても、途中で配布をするというのが出生と転入というこ

とですので、そのときに例えばこのカード１枚で家族、お子様４名まで使えますので、実

際に２人目、３人目になりますとお名前を書き加えていただければよろしいということに

なりますので、戸籍の窓口でも配布をされないというケースも多々ございますので、詳細

にはちょっとつかんでおりませんが、対象はとにかく小学生までのお子様ということにな

ってございます。

それから、こちらも確認はしたのですけれども、ポイントカードさんのほうでも倍ポイ

ントをつけますよという、これがお子さんを連れてきたときのかどうかというところの積

算ができていないということで、どの程度のポイントがプラスアルファになったかという

のも、これもちょっとこちらのほうでは、確認はしたのですが、押さえ切れていないとい

うことでございます。それから、戸籍以外で例えば子育て支援センター、それから社会福

祉課の窓口ということで、これはもちろん紛失等あれば、それは申し出ていただければい

つでも配布をさせていただきますので、必要があれば担当あるいは子育て支援センターに

行っていただければ、それはいつでも配布をさせていただくということになってございま

す。

それから、周知方法、どこで使えるかということなのですが、こちらのほうもカードと

一緒にこういう制度ですと、使える場所はこういうところですという説明書を含めて一緒

にお渡しをしていますが、これが離れたということであれば、今言うように担当の課ある

いは子育て支援センターのほうに申し出ていただければ、その利用方法、加盟店と、こち

らのほうもお渡しできることになりますので、わからない場合はぜひ市のほうに問い合わ

せをいただければ、近いところでそれを配布するというのは可能でございます。

それから、問い合わせの関係なのですが、こちらも実際に平成２０年からどれだけ問い

合わせがあったかというのは確認はできていないのです。ただ、窓口で少なくとも来られ

た方に配布をすると。問い合わせがあればもちろん子育て支援センター、近いところか市

のほうに来ていただければ配布できますよということでお渡ししていますので、特に件数

を原課のほうでつけていないということですので、このほうは大変申しわけありませんが、

件数は押さえておりません。

それから、協賛店舗のご協力をいただいておりますけれども、こちらのほうに２０年の

制度発足以後に直接お店のほうに協賛の依頼をしたかどうかということでございますけれ
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ども、これは当初ポイントカードの関係とその関係するところには協賛のお願いをして、

それ以後は広報とホームページというような対応だったかと思いますので、先ほどご答弁

もさせていただきましたけれども、今度は団体さん、ポイントカードの組合さん以外も商

工会議所さん、それから先ほど言われた商店会連合会さんも含めて、それからそこに入ら

れていないような食事をできるような場所とか、もしそういうところでお子さん連れで行

けるようなところがあれば、こちらのほうも今後は直接働きかけをしてふやすような努力

はさせていただきたいというふうに思います。

以上でよろしいでしょうか。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 利用状況の把握とかも非常に店舗数も多いですし、どれがそうなのか

というのは難しいのかなと思います。わかりました。道のどさんこ・子育て特典制度の趣

旨というところ、抜粋なのですけれども、「子供と一緒に地域で買い物や飲食を行うこと

により親子の触れ合いの機会を確保するとともに、地域社会と顔の見える関係を構築する

ことなどが重要であり、一般的に親と一緒に買い物や飲食をする頻度の高い小学生までの

子供のいる世帯を対象としている。また、妊娠中の方も対象とすることで妊娠中の段階か

ら地域社会とのつながりを持ち、地域社会が一緒に子供の誕生を願い、応援する契機とし

ます」という趣旨があるのですけれども、道のほうでは平成２５年の４月より妊娠中の方

も対象として認証カードの配布をされています。砂川市は、先日配布になりました「くら

しの便利帳」のほうにも対象者としては載っておりませんけれども、今後の取り組みにつ

いてを伺いたいと思います。

また、現在認証カードの有効期限が２０１５年３月、来年の３月となっておりますけれ

ども、５歳の子のいる世帯のカードもそのようになっているのです。今皆さんの手元に渡

っているカードが全部そのようになっていたら大変なのではないのかなと思うのですけれ

ども、各市町村の実施状況に応じてこの設定というのは可能なようですけれども、有効期

限とその周知方法について砂川市はどのようにお考えでしょうか。カードなのですけれど

も、このぐらいの大きさのカードなのです。それで、ここに市町村名で砂川市となってお

りまして、できればここにジャリンバさんのシールでも張ってあると子供たちもとても喜

ぶのかなと思うのですけれども、その裏に有効期限というのが書いてあって、こちらのほ

うに２０１５年３月というふうに印刷になっております。ちょっとその有効期限について

お聞きをしたいと思います。

また、周知方法なのですけれども、この認証カードを受け取ってから何年も使わなくて

過ごしてしまったので、これがあること自体も忘れていましたというような方もおりまし

たけれども、この子育て特典制度は砂川ばかりではなくて全道の加盟店で活用できます。

例えば店舗のほかに道が指定するテーマパークやキャンプ場、温泉、美術館、また水族館

ですとか函館朝市なんていうのもありまして、全道展開しております英会話や医療事務の
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スクール、学校ですね。あと有名なタイヤ屋さんとか眼鏡店、本当にたくさんあります。

全道で２２４カ所、道の指定になっているところもあります。私たちが子供が小さいころ

遊びによく連れていった場所もたくさんありました。市のほうでもホームページのことは

説明はしてくださっていると思うのですけれども、教えてあげた方はとても残念がってい

たのですけれども、道からのガイドラインの、市町村は対象世帯に向けての部分に「認証

カードを対象世帯に配布」、そして「対象世帯に対する協賛店等及び特典内容の情報提

供」ということが書いてあるのですけれども、例えば保育園、幼稚園、公民館、ふれあい

センターとか地域交流センターゆうなど、活用に向けてお得情報というようなことで砂川

市の協賛店の一覧表ですとか、また近隣の滝川とか美唄とか新十津川でも使えますよとい

うような、またホームページにも一覧がありますよというようなことをちょっと書いてい

ただいた、手づくりでもいいのですけれども、ポスターを張っていただくとか、あと保護

者に渡すプリントにちょっとコメントを入れていただくとかできるといいなと思います。

また、有効期限についてですとか認証カードを紛失した方もいるでしょうから、そのこと

も含めまして、ぜひ早い機会に広報すながわなどにてどさんこ・子育て特典制度のことを

掲載していただければと思います。口コミででも話題になるといいと思いますけれども、

いま一度こういう形で周知をするという取り組みについてのお考えを伺いたいと思います。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、随時答弁をさせていただきたいと思います。

まず、妊娠された方についての認証カードの配布ということですが、現在砂川市におい

ては妊娠の方に配布をされていないという現状でございますけれども、これは早急にふれ

あいセンター等を通じて配布をさせていただきたいと思います。ただ、ここの部分につい

ては、今多くがポイントカードの組合のご協力をいただいているということでございます

ので、そういう対象者もふえるというご理解を得ながら、こちらのほうはすぐに対応させ

ていただきたいというふうに思います。

それから、２０１５年３月までの有効期限ということでございますけれども、これは北

海道のほうにも確認をしてございますけれども、ここで事業が終わるということではなく

て、一応のカードとしての目安として有効期限が載っているということでありますので、

２０１５年の４月以降の部分については道のほうとも協議をして、どのような形でまた再

発行、あるいはそのものは２０１５年３月までですから、今持っている方が実際は使えな

いことはないのでしょうけれども、恐らく持っていると当然新しい期限があるものが配布

されなければならないということになると思いますので、こちらのほうについては全体を

含めて、つまり総入れかえというような形になろうかと思いますので、こちらのほうは２

０１５年の３月までの間に構築をして、もちろん周知もして、新しいカードをお渡しする

ということになりますので、先ほどカードのデザインの関係もございましたけれども、こ

ちらのほうも少し検討させていただきながら、対応としてはそれ以後の分もきちんと対応
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させていただきたいというふうに思います。

それから、砂川市以外のところでも随分使えるという制度でございますから、こちらの

ほうは今市のほうで使える部分しかお示ししておりませんけれども、ホームページ等をご

らんいただければ北海道で使えるものがわかりますよというものは、ホームページ上だけ

ではなくて、今度は説明書きのところにもそれはわかりやすく入れるように検討したいと

思いますので、いずれにしても２０１５年３月までの間にはそういうものも含めて、皆さ

んが砂川市内でも、あるいは市外でも使えるとなれば、またそれを使える機会が多くなり

ますので、そちらのほうはわかりやすいように検討させていただきたいというふうに思い

ます。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 ありがとうございます。先ほど妊娠中の方というお話も母子手帳交付

時にとか、いろいろ配布の方法もあるかと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

すし、また有効期限につきましても、もう使えないのだねと言っていた人もおりましたの

で、周知するだけでも先にやっていただければと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

また、今お話にありました砂川以外ででも使えるのだということのお話なのですけれど

も、砂川は先ほどからお話ししていただいておりますように砂川ポイントカード事業協同

組合さんとして協賛してくださっておりますので、特典としては４５店舗が全部ふくろう

カードポイントの２倍進呈ということでとても魅力的です。また、砂川オリエンタルボウ

ルさんがソフトドリンクの無料サービスということで、これもとてもうれしいことだなと

思います。また、特典内容の近隣というのをちょっとご紹介させていただきますと、滝川

市ではバースデーケーキ１割引きとか、幼児の写っている写真があれば全部１０％オフ、

またお米１０キロで１５０円引き、クリーニング子供服１０％引きというのが、本当に一

部なのですけれども、こういうのもたくさんあります。また、新十津川町ではホテルの売

店１０％オフとか、毎週土曜日エンジンオイル１リットル１００円とか、店独自のポイン

トで２倍とか３倍にというようなのもありますし、美唄市では取り組みがちょっと変わっ

ておりまして、個店のほかに商品券運営協議会というのがありまして、商品券ワンセット

１万円分を購入すると１，０００円分プレゼントというようなのもありますし、びばいっ

こ応援隊、これは８店舗で構成されておりまして、出産された方に紙おむつや赤ちゃん綿

棒などプレゼント、また入浴料金が大人も子供も１００円引きですよというような、なか

なかユニークで楽しいのがあるのですけれども、砂川もこんな楽しい協賛店舗がきっとあ

ると思うのです。また、砂川市外のお客様にも喜ばれることと思います。今後いろいろな

商工会議所とか砂川商店会連合会さん等を通じて依頼をされることもあるかと思います。

ぜひ近隣のこういう特典内容というのもご紹介をしていただきながらお願いをしていただ

きたいなと思います。
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あと、道のホームページの中に、子育て中のお父さんやお母さん、妊娠中の方、子供た

ちのことをいつも気にかけている地域の商店の方々や親子の触れ合いを大切にしたい全道

各地の企業、施設の方々が北海道、市町村と手を組んで応援しますという非常に温かいメ

ッセージがありました。砂川市の皆さんもきっと同じ気持ちだと思います。また、先日砂

川ポイントカード事業協同組合さんのほうに伺ってお話をしておりましたときに、全店舗

に聞いたわけではないですが、認証カードの利用は余りされていないということでござい

ました。それで、協賛店舗に張ってある子育て応援の店というステッカーももう古くなっ

てきたので、皆さん見づらいと思うのです。ですから、ちょうど頼もうとお話をしていた

ところですというようなお話をされておりました。そして、新しいステッカーが来たら見

やすいところに張ってもらおうと思っていますというお話もありました。とても前向きに

お話をしてくださいまして、温かさを感じ、うれしかったです。しっかりと対象世帯の方

にもこういう思いを理解していただいて、ぜひこの制度を活用してもらいたいと思いまし

た。

最後の質問になりますが、砂川市が平成２０年にこの制度に参加してから６年になりま

す。どさんこ・子育て特典制度のさらなる活用に向けての取り組みについて、いま一度総

体的に考えていただく時期に来ていると思いますけれども、いかがお考えでしょうか。お

願いいたします。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 このどさんこ・子育て特典制度の今後についてということで、

総体的な考えということでございますが、まず一つ一つ今までご指摘を受けながらなかな

かできていない部分はクリアをしていこうと思いますので、先ほどお話のありましたよう

に、ほかの市町の関係についてご紹介いただきましたけれども、それを見てほかの市町村

に行かれるということであれば、砂川市でも同じようなそういう特典をつければ市内に経

済効果が波及されるということにもなりますので、そういった状況を踏まえて協賛店のご

協力については今後積極的に行ってまいりたいというふうに思います。

それから、ステッカーの関係ですが、こちらのほうは言っていただければ、古くなれば

これこちらのほうでご用意をして新しくかえさせていただきますので、これもポイントカ

ードの組合のほうにはその旨伝えて、全ての店舗が一遍に古くなるということではないの

かもしれませんので、古くなれば調整をさせていただいて新しいものにかえさせていただ

くということを随時させていただきたいと思います。今までのご質問に対して、平成２０

年からずっと続けてきたわけですけれども、実際にそのカードを使って市内で親子で買い

物をするというのがなかなか実際、実態上積み上げがされていないというような状況もご

ざいますので、ここはまたちょうど期限も切れるというのもありますから、ここで１つま

た皆さんに新たに周知ご協力、それからもちろん店舗さんにもご協力をいただきながらも

う一つステップアップできるように行っていきたいというふうに考えておりますので、ご
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理解を賜りたいというふうに思います。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 温かい砂川づくりのためにも、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

ありがとうございました。

◎延会宣告

〇議長 東 英男君 本日はこれで延会します。

延会 午後 ３時０５分


